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特　集
乳幼児教育

子育てに「本気」です。

わたしたちに

関係ある話？
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子
育
て
に
﹁
本
気
﹂
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
、
心
配
さ
れ
る
子
育
て

世
代
の
孤
立
化
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
顕
著
と

な
っ
て
い
る
現
在
、
本
市
の
将
来
を
担
っ

て
い
く
子
ど
も
達
が
、「
生
き
る
力
」
を
育

み
、
心
豊
か
に
未
来
で
輝
く
た
め
に
は
、

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
で
は
、
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
と
切

れ
目
な
い
支
援
で
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。
特
に
０
歳
〜
就
学
前
の
乳
幼
児
期
は
、

生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重

要
な
時
期
。
親
子
の
信
頼
関
係
や
子
ど
も
の

自
己
肯
定
感
を
育
み
、
豊
か
な
遊
び
を
通
じ

て
学
び
や
育
ち
の
土
台
づ
く
り
を
進
め
る
乳

幼
児
教
育
の
充
実
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
舞
鶴
」
を
愛
し
、夢
に
向
か
っ

て
将
来
を
切
り
拓
く
子
ど
も
を
育
て
た
い
。

子
ど
も
達
が
、
自
ら
を
律
す
る
「
自
律
」

と
社
会
で
力
強
く
生
き
る
「
自
立
」
を
兼

ね
備
え
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

子
ど
も
達
と
全
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
へ
。

現
在
の
日
本
の
人
口
は
１
億
２
，
８
０

６
万
人
。
２
０
６
０
年
に
は
人
口
が
８
，

６
７
４
万
人
に
な
り
、
う
ち
、
０
〜
14
歳

の
年
少
人
口
は
８
９
３
万
人
減
少
す
る
の

に
対
し
、
高
齢
者
人
口
は
３
，
４
６
４
万

人
と
な
り
全
体
の
３
９
．
９
㌫
を
占
め
る

見
込
み
で
、
全
人
口
は
４
，
１
３
２
万
人

減
に
な
る
危
機
的
状
況
で
あ
る
と
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。（
※
１
）

　本市の平成28年度４月１日時点の人口は85,121人。約10年で8,071人減少してい
ます。前年度との比較では、1,067 人が減少。平成 27 年度の出生数は 741 人、亡くな
られた人は1,031人でした。一方で、平成27年の人口動態調査、平成28年の住民基本
台帳年齢階級別人口から算出される合計特殊出生率は「1.93」で、同様の推計による民
間の調査では、京都府内で１位、近畿で２位、全国で18位となっています。出生率が高
く、待機児童もいない。舞鶴市は「子育てしやすいまち」と言えます。

舞鶴市は子育てしやすいまち

区分 18 年 19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年
人数 93,192 92,529 92,831 91,498 90,695 89,899 88,869 87,909 86,967 86,188 85,121

95,000

93,000

91,000

89,000

87,000

85,000

（４月１日時点）

　本市の就学前児童数（０歳～５歳児）は、この10年間で1,004人の減少。このまち
の未来を担うかけがえのない子ども達が今も減り続けています。安心して子どもを産み
育てる環境づくりを地域一丸となって支援することが、「ふるさと舞鶴」の未来を創造
し次世代に引き継ぐことになります。

今を生きる私たちの使命

（４月１日時点）

区分 18 年 19 年 20 年 21 年 22 年 23 年 24 年 25 年 26 年 27 年 28 年
人数 5,306 5,115 4,992 4,984 4,858 4,776 4,735 4,584 4,497 4,376 4,302

5,800

5,300

4,800

4,300

進
む
日
本
の
少
子
高
齢
化

※１　出典…国立社会保障・人口問題研究所（H24.１推計）

今
、
私
た
ち
に

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

本
気
で
取
り
組
む
乳
幼
児
教
育

●人口の推移

●就学前児童数（０〜５歳児）の推移

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

親
と
な
っ
た
と
き
の
素
直
な
思
い
。
無
垢

な
瞳
、
愛
く
る
し
い
笑
顔
。
顔
を
覗
き
込

ま
れ
る
と
た
ま
ら
ず
抱
き
し
め
た
く
な
る

子
ど
も
。
言
動
や
発
想
な
ど
す
べ
て
が
自

由
で
見
て
い
る
だ
け
で
心
が
癒
さ
れ
ま

す
。
た
だ
、
子
ど
も
達
と
の
生
活
は
想
像

以
上
に
大
変
。
育
児
ス
ト
レ
ス
や
子
育
て

の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
慢
性
化
し
が
ち
…
。

そ
ん
な
現
役
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
や
っ

ぱ
り
「
子
育
て
は
楽
し
い
！
」
を
市
は
全

力
で
応
援
し
ま
す
。

優
し
さ
や
思
い
や
り
が
あ
り
、
力
強

く
生
き
る
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
。
舞
鶴

市
が
本
気
で
取
り
組
む
乳
幼
児
教
育
を

特
集
で
紹
介
し
ま
す
。
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子
育
て
い
ろ
い
ろ  

Ｑ
＆
Ａ

子育てひろば　さるなぁと（ルンビニ保育園） ☎ 76・8333
子育てひろば　よちよち広場（昭光保育園） ☎ 63・4821
子育てひろば　ひまわり（西市民プラザ） ☎ 77・0102
子育てひろば　ほっと（八島商店街） ☎ 62・1615
まいづる子育て支援基幹センター（中総合会館） ☎ 62・0103
子育て交流施設　あそびあむ（浜） ☎ 65・5050
子どもなんでも相談窓口（中総合会館） ☎ 66・2120
まいづるファミリー・サポート・センター（中総合会館） ☎ 64・7522
病児保育室ピノキオ（医療法人岸本病院） ☎ 62・0118

子育て施設一覧

子育て支援情報の入手方法は？Q
子どもも遊べて、
親同士が交流できる
場所はありますか？

Q

子育て中の親同士の交流や親
と子どもの遊びの場を提供してい
る子育てひろばが市内に５か所あ
ります（下表参照）。子育てに関す
る相談や情報提供も行っています。
また、子どもを預けたい人と子ど
もを預かりたい人からなる会員で
組織する「まいづるファミリー・
サポート・センター」ではアドバ
イザーが仲介して一時預かりや送
迎なども行っています。

A

雨が降っても子どもと一緒に遊べる施設があると聞きました。Q

天候に左右されずに子ども
と多世代の大人が触れ合って一緒
に遊びを体験できる子育て交流施
設「あそびあむ」が前島ふ頭にあ
ります。無料で利用でき、市内外
からたくさんの人が利用していま
す。ぜひ一度遊びにきてください。楽しいあそびの環境を用意し
てます。
▪開館時間　９時 30 分〜 17 時
▪休館日　毎週木曜日、年末年始（12 月 29 日〜１月３日）

A

子育てに役立つ子育て応
援ブックと支援マップを配布
しています。市内の遊び場や
病院、教育施設を紹介。公共
施設などの乳児用ベッドやベ
ビーシート、授乳室の有無も
掲載しています。子育てひろ
ば、子育て交流施設 あそびあむ、子ど
も支援課などで無料で配布。
　また、インターネットサイト「そよ
かぜネットまいたん」では、子育てひろばやあそ
びあむの最新情報を紹介しています。
▶詳しくは、子ども総合相談センター（子ども支
援課内、☎ 66・2004）へ。

A

地域全体で
子育てサポート
してくれてるね。

あそびあむはお母さん同士
の交流の場にもなっている
んだ。市外からもたくさん
友達が来ているね。

楽しい所が

いっぱいだ。

総合文化会館舞鶴警察署
東庁舎

赤れんが博物館

東体育館
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【幼児教育特集】子育てに「本気」です。

相手の気持ちを思いやれる子どもに
育ってほしいです。保育所や幼稚園で
大切にしていることは？

Q

相手の気持ちを思いやる心を育てるためには、まず、子ども
の主体性を尊重し、自分自身が大切にされることが必要です。何
でも子どものしたいようにさせることでなはく、子どもが「やっ
てみたい」と思う意欲や関わろうとする姿を尊重することです。
園では、遊びの中で友達に思いを伝えたり、相手の思いを聞いた
り、時にはけんかやもめごとを経験したり、人と関わる機会を大
切にしています。その中で、自分も友達も尊重する「思いやる心」
を育んでいます（詳細は６〜８㌻に）。

A

Q 子どもが入園予定です。
保育所や幼稚園の違いは？
保育所の対象児は０歳から就学前まで。幼稚園の対象

児は満３歳から就学前まで。また、子どもを預ける時間帯
や入園条件などにも違いがありますが、教育の内容はどち
らも同じです。見学できますので、園の保育・教育をご覧
になり、また、ご家庭の就業状況などと合わせてご検討く
ださい。市内には保育所 16 か所、幼稚園 13 か所があり
ます。詳しくは、幼稚園・保育所課（☎ 66・1009）へ。
※ 17㌻に関連記事

A

安心して子どもを
預けられるね。

子どもが年長組です。小学校での勉強
についていけるのか不安です。

Q

遊びや体験を通して行う保育所・幼稚園の学びと教科
などの学習を通して行う小学校以降の学びでは、その学び
方が違うことから保護者の皆さんも保育所・幼稚園で遊ん
でばかりいることに不安を感じられるのかもしれません。
しかし、乳幼児期には十分な遊びと体験の中で、小学校以
降の学びの基礎となる好奇心や探究心、思考力などの「学
びに向かう力」を育んでいます。小学校に入学したての頃
は、環境や学び方の違いに戸惑うこともあるかもしれませ
んが、これを減らしていく取り組みの１つとして、保幼小
での連携活動を進めています（詳細は９㌻に）。

A

子育てのことでいろいろと相談
したいことがあるのですが…

Q

A 子育てや教育、非行、虐
待など子どものことで心配な
ことがあれば「子どもなんで
も相談窓口（☎ 66・2120）」
へご相談ください。保育士や
社会福祉士、教員経験者など
専門の職員が状況に応じて一
緒に問題解決に向けてサポー
トしています。秘密や個人情
報は厳守します。お気楽にご
相談ください。

5

早く友達と
　あそびたいな。

舞鶴の乳幼児
教育は進んで
いるね。

次のページでは市が取り組む
乳幼児教育について紹介します。

5 2016-12MAIZURU
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〜　

子
ど
も
が
興
味
・
関
心
を
持
ち
「
や
っ
て

み
た
い
」
と
遊
び
に
向
か
う
…
。
子
ど
も
自
身

が
考
え
、
選
択
し
、
試
行
錯
誤
す
る
…
。
子
ど

も
同
士
が
互
い
に
思
い
や
意
見
を
伝
え
合
い
な

が
ら
遊
び
が
展
開
さ
れ
て
い
く
…
。
保
育
者
は
、

そ
の
子
ど
も
の
興
味
・
関
心
・
思
考
を
さ
ら
に

引
き
出
す
た
め
に
環
境
を
整
え
、
見
守
り
、
言

葉
か
け
を
行
う
…　

〜

　

こ
の
よ
う
に
、
主
体
的
な
遊
び
や
体
験
を
通

じ
て
行
う
乳
幼
児
教
育
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
自
身
が
興
味
・
関
心
の
あ
る
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
友
達
と
一
緒
に
創
意
工
夫
し

て
進
め
て
い
く
活
動
は
、
小
学
校
以
降
の
学
び

の
土
台
と
な
る
好
奇
心
や
探
究
心
、
主
体
性
、

そ
し
て
社
会
性
と
い
っ
た
「
学
び
に
向
か
う
力
」

が
育
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
子
ど
も
達
の
様
子
の
変
化
と
し
て
、

「
自
分
の
思
い
を
明
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
自
分
で
考
え
て
遊
び
に
変
化
を
加

え
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
自
分

か
ら
選
ん
だ
や
り
た
い
遊
び
を
十
分
に
楽
し
め

る
こ
と
で
生
き
生
き
と
登
園
し
て
い
る
」
な
ど

の
声
が
現
場
か
ら
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
自
身
が
創
意
工
夫
し
て
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　

〜
主
体
的
な
遊
び
の
中
の
学
び
〜

　

繰
り
返
し
研
修
を
受
け
つ
つ

保
育
を
実
践
し
て
い
く
中
で
、

発
達
を
捉
え
た
玩
具
や
そ
の
配

置
・
種
類
・
数
な
ど
、
環
境
を

変
え
て
い
く
と
、
子
ど
も
達
は

自
分
自
身
で
考
え
工
夫
す
る
力

が
付
き
、
次
の
遊
び
へ
の
意
欲

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

保
育
者
も
子
ど
も
を
見
る
視

点
が
変
わ
り
、
子
ど
も
が
考
え

る
よ
う
な
言
葉
を
か
け
、
関
わ

り
、
と
き
に
は
一
緒
に
な
っ
て

遊
ぶ
こ
と
で
、
さ
ら
に
遊
び
が

発
展
し
、
保
育
の
充
実
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
動
会
や
発
表
会
も

子
ど
も
を
主
体
と
し
た
活
動
に

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
の
意

欲
や
取
り
組
む
姿
も
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。

　

言
葉
だ
け
で
は
伝
え
き
れ
な

い
子
ど
も
の
姿
は
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
（
８
㌻
に
関
連
記

事
）
を
通
し
て
保
護
者
に
伝
え

る
と
「
出
来
栄
え
よ
り
も
、
そ

の
過
程
で
子
ど
も
が
育
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
と
い
っ

た
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

現場からの声

・子どもが考え、工夫し試行錯誤する姿を見守る
・考えを引き出す言葉かけや関わりを行う

子どもの興味・関心、発達の特徴をつかむ 子どもの興味・関心から遊びを
予想し環境を整える

子どもを主体とした乳幼児教育のイメージ

東山保育園　

魚に興味を持ったみたい…。
調べるために図鑑を
そっと本棚に置いてみよう。
魚からどんな遊びが広がるかなぁ…

「お寿司屋さんごっこ」になる
かも？お寿司作りに使えそうな
素材も置いておこう。紙皿、割
り箸、発泡スチロール、のり…

この魚見たことある…

海で地引き網体験をしたときのこと…

わぁ 飛び跳ねた！ 食べられるかな

図鑑を見ながら

いろいろな種類のお寿司作り

作ろう！
作ろう！

お寿司作りたい！

マグロの色って
どんなの？

お寿司のごはんは
どうやって作る？

お寿司の写真が載ってる
本があった！

あっ 魚の本がある

この魚の名前
アジっていうのか…

海で見たのと同じ！

これお寿司やさん
にある？

お寿司食べたいな〜

変わる乳幼児教育①

62016-12 MAIZURU
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子
ど
も
を
主
体
と
し
た
乳
幼
児
教

育
に
つ
い
て
公
開
保
育
を
中
心
と
し

た
研
修
体
制
の
も
と
、
市
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
保
育
所
や
幼
稚
園
の
保
育
者

が
共
に
学
び
合
っ
て
い
ま
す
。

　

公
開
保
育
で
は
指
導
案
を
作
成
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
実
践
を
公
開
。
そ
の

後
、
実
践
者
と
研
究
者
、
他
園
の
保

育
者
が
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
乳
幼
児
教

育
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
こ
の
公
立
・
私
立
の
保
育
所
・

幼
稚
園
が
共
に
学
ぶ
研
修
は
、
全
国

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
先
進
的
な
取

り
組
み
で
す
。

質の高い乳幼児教育を進めるために

　
「
集
め
る
保
育
」
か
ら
子
ど

も
自
ら
「
集
ま
る
保
育
」
へ
の

転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。
子
ど

も
を
主
体
と
し
た
保
育
を
実
践

す
る
た
め
に
保
育
環
境
を
見
直

し
、
子
ど
も
の
姿
や
学
び
を
可

視
化
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
記
録
も

残
す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

興
味
の
あ
る
こ
と
や
好
き
な

遊
び
に
夢
中
に
な
る
子
ど
も

達
。
や
り
た
い
遊
び
や
目
的
が

は
っ
き
り
決
ま
る
と
通
園
も
よ

り
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

可
視
化
す
る
こ
と
で
ク
ラ
ス

便
り
や
写
真
な
ど
を
見
な
が

ら
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
の
会
話

も
増
え
、
保
育
へ
の
関
心
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
姿
・
つ
ぶ
や
き
を

捉
え
、
遊
び
を
深
く
読
み
取
る

こ
と
は
難
し
く
感
じ
て
い
ま
す

が
、
豊
か
な
乳
幼
児
期
の
経
験

が
小
学
校
へ
の
学
び
に
つ
な
が

る
こ
と
を
認
識
し
て
、
乳
幼
児

期
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
遊
び
、

「
集
ま
る
保
育
」
を
実
践
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

現場からの声

遊びの中で育った力や学びを
記録し伝える

岡田保育園

▲さくら保育園での公開保育

▲公開保育後の事例検討

◀子ども達で考えて相談しながら
　一つのものを作っています
　（タンポポハウス 公開保育より）

お寿司のご飯は 
すし飯って言うんだよ。
どんな味がすると思う？
どんな色かな？

先生も食べに行って
いいですか？
おすすめは何ですか？

より本物に近いものを

そして、お寿司屋さんごっこに…

白いから すし飯は
ティッシュペーパー使う？

みんなに
食べに来てもらおう！

わたし、
お寿司屋さんのお店の人になる！

ぼく、お金つくる

折り紙はどう？

前に作った
のりとトイレットペーパー
を混ぜた粘土も使えそう

いいね

「ドキュメンテーション」へ…
（８㌻に関連記事）

　

子
ど
も
達
の
様
子

を
見
て
、
探
究
心
に

あ
ふ
れ
た
姿
に
感
動

し
た
。
子
ど
も
達
の

「
な
ぜ
？
」
と
い
う
気

持
ち
や
「
や
っ
て
み

た
い
！
」
と
い
う
気

持
ち
を
と
て
も
大
事

に
、
実
際
に
体
験
し
、

学
ば
せ
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
。

　

親
か
ら
見
る
と「
遊

び
」
で
し
た
が
、
そ

の
中
に
い
ろ
ん
な「
気

付
き
」
や
「
学
び
」

が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

保
護
者
懇
談
会

ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

次へつなげる

もっとイメージ
を広げるために
みんなでお寿司屋
さんの見学に
行こうかしら

7 MAIZURU
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▲ドキュメンテーションの一例（さくら保育園）

子
ど
も
の
日
常
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う

　
　
　
　
　
　

〜
可
視
化
﹁
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂
〜

　

保
育
所
や
幼
稚
園
で
、
子
ど
も
達
の
姿
や
言

葉
を
書
い
た
も
の
が
壁
に
貼
り
出
し
て
あ
る
こ

と
に
お
気
付
き
の
保
護
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
遊
び
や
活
動
の
中
で
子
ど
も
達

が
「
話
し
た
こ
と
」「
考
え
た
こ
と
」「
発
見
し

た
こ
と
」「
影
響
し
合
っ
た
こ
と
」「
そ
の
活
動

が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
」
な
ど
が
、
写

真
に
加
え
て
先
生
の
解
説
付
き
で
臨
場
感
が
あ

る
レ
イ
ア
ウ
ト
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
可
視
化
の
表
現
方
法
を
「
ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
見
れ
ば
、
園
で
の
子
ど
も
達
の
姿
や

成
長
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
達
が
主
体
的
に
行
動
す
る
よ
う
働
き
か

け
る
保
育
者
の
意
図
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
は
家
庭
で
の
子
ど
も
へ
の
接
し
方

の
参
考
に
も
な
り
ま
す
。

　

ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
子
ど
も
達
に
も

刺
激
に
な
り
、写
真
を
見
て
、「
や
っ
て
み
た
い
」

「
お
も
し
ろ
そ
う
」
と
い
う
興
味
を
引
き
出
す

ツ
ー
ル
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
保
育
所
や
幼
稚
園
の
保
育
者
が
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
持
ち
寄
っ
て
意
見
交

換
を
行
な
う
こ
と
で
、
乳
幼
児
教
育
の
さ
ら
な

る
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
保

育
者
が
自
分
の
保
育
を
振
り
返

り
、
良
い
所
や
改
善
点
に
気
付

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
行
動

の
意
味
を
考
え
た
り
、
子
ど
も

の
姿
を
よ
り
よ
く
見
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

遊
び
の
発
展
や
継
続
の
重
要
性

に
気
付
き
、
保
育
や
環
境
の
見

直
し
が
で
き
、
担
任
同
士
の
意

識
の
共
有
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

も
良
か
っ
た
点
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
は
自
分
の
良

さ
に
気
付
き
、
自
己
肯
定
感
が

高
ま
り
、
安
心
し
て
生
活
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

自
分
で
考
え
試
行
錯
誤
す
る
姿

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

保
護
者
に
は
、
保
育
所
で
の

子
ど
も
の
生
活
や
育
ち
、
そ
れ

ぞ
れ
の
年
齢
の
特
徴
な
ど
を
お

知
ら
せ
す
る
ツ
ー
ル
と
な
り
、

保
育
内
容
へ
の
理
解
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
園
の
保
育
に
つ
い
て

さ
ら
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私も、あんなことして
遊びたいなぁ。

このときすごく
楽しかったよ。
またやりたいな。

子ども達の興味を引きだす関わり方が
よく分かる。家でも試せるね。

いろいろなことを自分で
考えて遊んでいるわね。
成長したわ。

現場からの声

　子ども達が、いろいろな
ことを経験する中で、試行
錯誤しながら成長していく
姿を見てほしいです。

うみべのもり保育所

変わる乳幼児教育②

82016-12 MAIZURU
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な
め
ら
か
に 

遊
び
と
学
び
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　

〜
保
育
所
・
幼
稚
園
と
小
学
校
の
連
携
〜

　

子
ど
も
達
が
安
心
し
て
小
学

校
へ
入
学
す
る
た
め
に
は
、
小

学
校
と
の
連
携
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ま
で
、
小
学
校
の
授

業
を
見
た
り
生
活
科
を
通
じ
た

連
携
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

ア
サ
ガ
オ
の
種
ま
き
を
し
た
と

き
は
、
植
え
方
や
世
話
の
仕
方

を
一
年
生
と
一
緒
に
学
び
ま
し

た
。
連
携
活
動
の
中
で
、
年
長

児
が
体
験
し
た
こ
と
を
園
で
年

中
・
年
小
児
と
一
緒
に
楽
し
む

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

連
携
の
お
か
げ
で
、
小
学
校

へ
の
入
学
を
心
待
ち
に
す
る
よ

う
に
な
り
、
入
学
後
は
充
実
し

た
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

　

本
園
で
は
、
遊
び
を
通
し
た

学
び
を
充
実
さ
せ
、
多
様
な
体

験
を
す
る
こ
と
で
「
生
き
て
い

く
力
」
を
つ
け
る
教
育
を
し
て

い
ま
す
。
乳
幼
児
期
に
は
小
学

校
か
ら
始
ま
る
義
務
教
育
や
そ

の
後
に
向
け
た
基
礎
を
培
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ス
ム
ー
ズ
に
小
学
校
に
送
り
出

す
た
め
に
も
積
極
的
に
小
学
校

と
の
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

保育所
幼稚園

連 携

小学校

先生同士の相互理解 子どもの育ちや発達に合わせたなめらかな段差

現場からの声

朝来幼稚園

▲「保幼小接続カリキュラム」策定に向けて話し合われる▲公開授業・保育に参加する多くの保育所・幼稚園・学校の先生
（中保育所・中舞鶴幼稚園・中舞鶴小学校の連携活動）

【幼児教育特集】子育てに「本気」です。

　

子
ど
も
が
小
学
校
へ
の
入
学
を
迎
え
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
成
長
を
う
れ
し
く
感

じ
る
と
同
時
に
、
問
題
な
く
学
校
生
活
を
送
れ

る
の
か
と
不
安
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
確
か
に
、
小
学
校
へ
入
学
す
る

と
、
そ
れ
ま
で
の
「
遊
び
や
体
験
を
通
し
た
学

び
」
か
ら
「
教
科
な
ど
の
学
習
を
通
し
た
学
び
」

へ
と
大
き
く
環
境
が
変
化
し
ま
す
。
こ
の
突
然

の
環
境
の
変
化
に
戸
惑
う
子
ど
も
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
乳
幼
児
期
に
培
っ
た
「
遊
び
の
中

の
学
び
」
が
小
学
校
以
降
の
学
び
の
土
台
と
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
力
が
発
揮
で
き
る
「
な
め

ら
か
な
段
差
」
に
な
る
よ
う
、
小
学
校
と
の
連

携
を
進
め
て
い
ま
す
。
就
学
前
の
子
ど
も
と
一

年
生
と
の
連
携
活
動
を
通
し
て
、
幼
児
は
小
学

校
へ
の
期
待
感
を
高
め
、
一
年
生
は
自
分
の
良

さ
や
成
長
を
実
感
し
ま
す
。
一
年
生
が
幼
児
を

一
方
的
に
世
話
す
る
の
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
に

と
っ
て
も
学
び
や
育
ち
の
あ
る
連
携
活
動
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
関
係
す
る

小
学
校
と
保
育
所
・
幼
稚
園
の
先
生
が
、
互
い

の
保
育
・
教
育
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
切
れ
目

な
い
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

変わる乳幼児教育③

▲小学生と年長児が相談しながら作る▲小学生がはさみで切る様子を真剣に見る年長児

9 2016-12MAIZURU



10MAIZURU

平
成
25
年
度
か
ら
研
修
全
体
の
指
導
・
助
言
と
、

平
成
27
年
度
の
乳
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

に
も
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
神
戸
大
大
学
院
准

教
授
の
北
野
幸
子
先
生
に
舞
鶴
市
の
乳
幼
児
教

育
に
込
め
た
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

都
市
部
の
待
機
児
童
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
際
学
会
で
は
「
子
ど

も
へ
の
教
育
の
保
障
」
と
い
う
観
点
か
ら
乳
幼

児
教
育
は
量
か
ら
質
の
問
題
に
移
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
子
ど
も
は
必
ず
減
っ
て
い
く
こ

と
が
予
測
さ
れ
、
い
か
に
大
切
に
育
て
る
か
と

い
う
質
の
議
論
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
現

場
と
行
政
、
家
庭
や
地
域
が
一
体
に
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
子
ど
も
の
教
育
を
一
緒
に
考

え
る
べ
き
で
す
。

遊
び
か
ら
子
ど
も
は
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

い
ま
す
。
保
育
は
単
な
る
「
子
守
」
で
は
な
く
「
教

育
」
で
す
。

地
域
の
子
ど
も
を
生
ま
れ
て
か
ら
大
人
に
な

る
ま
で
ど
う
育
て
る
か
、「
次
世
代
育
成
」
を
一

貫
し
て
考
え
る
制
度
づ
く
り
の
必
要
性
を
考
え

て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
は
多
く
の
時

間
と
労
力
が
必
要
で
す
が
、
舞
鶴
市
と
一
緒
に

や
ろ
う
と
決
断
し
た
理
由
は
、「
教
育
の
質
を
上

げ
た
い
」
と
い
う
担
当
者
の
皆
さ
ん
の
熱
心
さ

と
や
る
気
で
し
た
。
そ
し
て
一
番
心
打
た
れ
た

の
は
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
す
。
各
現
場

で
努
力
し
て
い
て
も
、
そ
れ
を
包
括
し
具
現
化

す
る
制
度
を
つ
く
り
、
動
か
す
に
は
ト
ッ
プ
の

決
断
力
が
不
可
欠
で
す
。

研
修
に
は
公
開
保
育
の
実
施
を
条
件
と
し
ま

し
た
。
研
修
を
通
じ
て
先
生
方
が
保
育
を
振
り
返

り
、
考
え
、
遊
び
の
中
の
学
び
や
育
ち
を
可
視
化
・

言
語
化
し
、
説
明
す
る
力
量
が
向
上
し
、
保
護

者
に「
乳
幼
児
期
の
教
育
」が
伝
わ
り
や
す
く
な
っ

て
き
た
と
思
い
ま
す
。
公
私
立
の
保
育
所
・
幼
稚

園
の
先
生
方
が
お
忙
し
い
中
、
何
度
も
研
修
に
参

加
し
て
本
当
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
保
護
者
の
方
や
子
ど
も
達
の
育
ち
も
ど

ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

舞
鶴
市
の
乳
幼
児
教
育
が
誇
れ
る
の
は
、
こ
れ

ら
の
研
修
の
機
会
を
市
内
の
全
て
の
保
育
所
と

幼
稚
園
に
提
供
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
子
ど
も
が

ど
の
園
に
行
っ
た
と
し
て
も
、
最
低
基
準
以
上

の
教
育
が
保
障
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
公
私
園
種
を
越
え
て
、
公
開
保
育
や
ド

キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
研
修
を

継
続
し
て
い
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。

舞
鶴
市
の
乳
幼
児
教
育
の
質
向
上
を
目
指
し
た

取
り
組
み
は
、
文
部
科
学
省
の
モ
デ
ル
事
業
に

選
ば
れ
て
お
り
、市
町
村
で
は
全
国
で
11
か
所
で
、

京
都
府
内
で
は
舞
鶴
市
だ
け
で
す
。
そ
の
た
め

自
治
体
や
大
学
等
研
究
機
関
な
ど
に
よ
る
視
察

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
（
※
）。

こ
の
４
年
間
で
、
公
開
保
育
と
可
視
化
の
た
め

の
記
録
を
中
心
と
し
た
研
修
に
よ
り
、「
乳
幼
児

教
育
の
質
」
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
が
さ
ら
な
る

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
取
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
今
後
、
舞
鶴
市
の
乳
幼
児
教
育
が

さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
他
市
に
先
駆

け
た
モ
デ
ル
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
27
・
28
年
度
視
察

◇
自
治
体
関
係
…
福
井
市
、
宝
塚
市
ほ
か
７
市

◇
研
究
機
関
…
お
茶
の
水
女
子
大
、
神
戸
大
、
玉

川
大
、
東
洋
大
な
ど

今
後
も
焼
津
市
や
越
前
市
、
東
京
大
大
学
院
教

育
学
研
究
科
な
ど
か
ら
視
察
予
定

未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
贈
る
も
の
…

こ
れ
か
ら
、
何
が
変
わ
っ
て
い
く
の
か

北野  幸子 先生
神戸大大学院准教授

育
て
た
い
子
ど
も
像

◇
主
体
的
に
取
り
組
む
子
ど
も

◇
自
分
も
友
達
も
大
切
に
す
る
子
ど
も

◇
意
欲
的
に
遊
ぶ
子
ど
も

中学生 小学生 乳幼児期

18歳15歳 ５歳 ０歳

自己決定力・自己表現力
自己調整力

コミュニケーション力
協同する力（社会性）

みんなの中の
ぼく、わたしぼく、わたし

育てたい力
舞
鶴
市
乳
幼
児
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら

自立

自律

自己肯定感

安心感 自己有能感 信頼感 自己有用感

達成感
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子
ど
も
は
、
家
族
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
で
す
。
そ
し
て
、

地
域
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
で
も
あ
り
ま
す
。

家
族
だ
け
で
は
で
き
な
い
こ
と
を
、
地
域
の
人
や
行

政
が
サ
ポ
ー
ト
し
、
支
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

舞
鶴
市
で
は
、
０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
大
切
な
時

期
を
「
乳
幼
児
教
育
の
期
間
」
と
捉
え
、感
覚
的
で
あ
っ

た
保
育
を
可
視
化
し
、
語
り
合
う
こ
と
に
取
り
組
み
、

全
て
の
保
育
者
の
専
門
性
を
高
め
、
保
育
の
質
の
向
上

に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
を
持
つ
お
母
さ
ん

た
ち
が
交
流
す
る
場
や
悩
み
を
相
談
す
る
場
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
子
育
て
の
環
境
を
整
え
て
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
を
中
心
に
考
え
、
地
域
の
子
ど
も
達
を
育

て
る
…
」
と
い
う
高
い
理
想
を
掲
げ
、
舞
鶴
市
の
乳
幼

児
教
育
は
大
き
く
舵
を
切
り
ま
し
た
。
子
ど
も
達
が
遊

び
を
通
じ
て
「
自
分
で
生
き
て
い
く
、
自
分
で
考
え
て

行
動
し
て
い
く
力
」
を
備
え
た
子
ど
も
に
育
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
大
人
た
ち
の
強
い
思
い
が
支
え
て
い
ま
す
。

教
育
者
、
保
育
者
、
地
域
、
行
政
の
枠
を
越
え
、「
ふ

る
さ
と
舞
鶴
を
愛
し
、
夢
に
向
か
っ
て
将
来
を
切
り
拓

く
子
ど
も
」
を
一
緒
に
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
「
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
、
舞
鶴
」
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
自
然
豊
か
な
環
境
で

子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
舞
鶴
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
言

え
る
よ
う
に
。

子
ど
も
達
の
笑
顔
と
と
も
に
歩
む
時
間
は
素
晴
ら
し

い
も
の
。

私
た
ち
は
、
子
育
て
に
「
本
気
」
で
す
。
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北
陸
新
幹
線
京
都
府
北
部
ル
ー
ト
の
実
現
に
向
け
て

東
京
で
総
決
起
大
会

　10 月 28 日から
原子力災害発生時
に甲状腺被ばくを防
ぐために服用する
安定ヨウ素剤の備
蓄場所に大浦会館、
西総合会館、加佐公民館の３か所を新たに加え、中総
合会館（保健センター）と合わせ、公共施設４か所に
分散備蓄しました。これにより32 か所の避難時集結
場所への迅速な配布はもとより、複合災害発生時の道
路寸断などの備えともなるものです。また、乳幼児向
け（３歳未満）に開発されたゼリー状の安定ヨウ素剤
も公共施設４か所に分散備蓄したほか、PAZ（松尾・
杉山地区）と PAZ に準じた防護措置を行う地域（大山・
田井・成生・野原地区）の対象児にも事前配布しました。
分散備蓄した施設は次のとおり。

【対象地区と備蓄施設】
　▪大浦地区…大浦会館　▪東・中地区…中総合会館
　▪西地区…西総合会館　▪加佐地区…加佐公民館
▶詳しくは、健康づくり課（☎ 65・0065）へ。

新幹線

安定ヨウ素剤を分散備蓄
乳幼児向けゼリー剤を新たに事前配布

　

10
月
26
日
、
北
陸
新
幹
線
京
都
府
北
部

ル
ー
ト
誘
致
促
進
同
盟
会
（
会
長
：
多
々

見
舞
鶴
市
長
）、
山
陰
縦
貫
・
超
高
速
鉄
道

整
備
推
進
市
町
村
会
議
（
会
長
：
深
澤
鳥

取
市
長
）、
北
陸
新
幹
線
京
都
府
南
部
ル
ー
ト

誘
致
促
進
同
盟
会
（
会
長
：
木
村
精
華
町
長
）

が
主
催
す
る
「
山
陰
新
幹
線
の
早
期
実
現
と

北
陸
新
幹
線
京
都
府
北
部
ル
ー
ト
・
南
部
ル
ー

ト
の
決
定
を
求
め
る
総
決
起
大
会
」
を
衆
議

院
第
一
議
員
会
館
（
東
京
都
）
で
開
催
。

　

こ
の
日
、
山
陰
新
幹
線
を
実
現
す
る
国
会

議
員
の
会
（
以
下
、
議
員
連
盟
）
会
長
の
石

破
茂
・
衆
議
院
議
員
ら
12
人
の
国
会
議
員
を

は
じ
め
、
京
都
府
北
部
、
南
部
、
山
陰
地
域

の
関
係
者
約
２
５
０
人
が
参
加
。

　

冒
頭
、
山
田
啓
二
・
京
都
府
知
事
が
「
日

本
海
側
の
未
来
を
創
る
時
が
来
て
い
る
。
舞

ゼリー状の
安定ヨウ素剤

ナホトカ市長が表敬訪問
姉妹都市提携55周年を記念して

　舞鶴市とナホトカ
市（ロシア）の姉妹都
市提携 55 周年を記念
して、ナホトカ市代表
団（団長＝アンドレイ・
ゴレーロフ・ナホトカ
市長、他５人）が 10
月24日、舞鶴市を訪れ、多々見市長を表敬訪問しました。
　一行はその後、ケンコーマヨネーズ㈱西日本工場と関
西電力㈱舞鶴発電所を見学。また、同日夜には記念式典
と祝賀レセプションを開催。約 70 人の関係者が出席し、
多々見市長が「55 年前に植えられた友好の種は、歳月
を経て大樹に成長した」とあいさつ。ゴレーロフ・ナホ
トカ市長は「青少年交流をはじめ、スポーツ・文化、教育、
経済など幅広い分野で交流を続けてきた。これからも積
極的に取り組んでいきたい」とあいさつしました。
　また、レセプションでは、箏アンサンブル「斗

と い き ん

為巾」
による箏とサクソホンの演奏で歓迎したほか、記念品の
交換が行われました。

《みなと振興・国際交流課》

▲記念品を交換する多々見市長

鶴
へ
の
北
陸
新
幹
線
の
ル
ー
ト
決
定
が
必
要
」

と
あ
い
さ
つ
。
議
員
連
盟
の
石
破
会
長
か
ら
は

「
何
が
何
で
も
実
現
す
る
。
そ
の
思
い
で
皆

さ
ん
と
共
に
戦
い
、
成
果
を
得
た
い
」
と
力

強
い
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
々
見
市
長
は
、「
北
陸
新
幹
線
敦

賀
以
西
ル
ー
ト
の
行
く
末
が
、
将
来
の
日
本
の

発
展
を
大
き
く
左
右
す
る
。京
都
府
北
部
ル
ー

ト
は
、
将
来
の
山
陰
新
幹
線
の
実
現
に
寄
与

し
、
日
本
海
側
国
土
軸
の
形
成
を
促
進
す
る

『
最
重
要
ル
ー
ト
』
で
あ
り
、
山
陰
新
幹
線

と
の
接
続
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
建
設
コ
ス
ト

に
つ
い
て
も
合
理
的
、
効
率
的
で
あ
る
」
と
京

都
府
北
部
ル
ー
ト
の
優
位
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
引
き
続
き
、
京
都
府
北
部
ル
ー

ト
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
《
企
画
政
策
課
》
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　一般社団法人舞鶴観光協会（会長：齋藤友幸）が、
公益社団法人日本観光振興協会と全国産業観光推進協
議会が主催する産業観光によるまちづくりで地域活性
化に寄与した自治体や団体を表彰する「第 10 回産業
観光まちづくり大賞」の観光庁長官賞を受賞。
　赤れんが倉庫をはじめとする近代化遺産を活用した
舞鶴赤れんがパークを観光拠点に、自衛隊施設との連
携や赤れんがフェスタの開催、結婚式など来訪者・観
光客の増加に結びつく観光づくりの活動が評価されま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　《観光商課》

（一社）舞鶴観光協会
観光庁長官賞を受賞

▲表彰を受ける齋藤会長

　市内で環境活動を行っている団体や個人などを表彰
する「まいづる環境市民賞」（まいづる環境市民会議主
催）の受賞者が決定。11 月 13 日、赤れんが２号棟で
表彰式が行われました。受賞したのは、大杉の清水の保
全活動を行ってきた「NPO 法人名水の里杉山」やフジ
バカマの植栽活動やアサギマダラの自然観察を行ってき
た「城北中学校生徒会・同校区地域支援協議会」、長年
地域の美化活動を行ってきた小林隆幸さん。
　同賞は市民による環境保全への取り組みを促進する
ことを目的に今年度より実施したもので、同会議の委員
により決定しました。　　　　　　　　　《生活環境課》

まいづる環境市民賞
2団体１個人が受賞

▲記念撮影の様子

舞鶴フィルムコミッション
ジャパン・フィルムコミッションアワード受賞

　映画やテレビ
ド ラ マの 誘 致
などに取り組ん
でいる舞鶴フィ
ルムコミッショ
ン（ＦＣ） が、
全国のＦＣが加
盟するジャパン
フィルムコミッション（JFC）の「ＪＦＣアワード優秀賞」
を受賞。10月13日に札幌市で表彰式が行われました。
　同アワードは、撮影支援とその作品の活用による地
域活性化に貢献した事例を表彰する制度で、平成 26
年に市内で撮影された映画「日本のいちばん長い日」
での活動が評価されたものです。同映画では舞鶴ＦＣ
の提案で赤れんがパーク、葦

あしだに

谷砲台跡、旧北吸浄水場
配水池など旧海軍施設で撮影が行われました。
　これまで同ＦＣで支援してきた作品は「男たちの大和」

「妻と飛んだ特攻兵」「海賊とよばれた男（12 月 10
日㈯公開予定」など。今後も魅力あるロケ地として本
市をＰＲしていきます。　　　　　　　  《観光商業課》

▲記念撮影の様子

あかまつ号のルート変更
より利用しやすく楽しめるように

　京都丹後鉄道で
は、12 月１日㈭から

「丹後あかまつ号」
の運行ルートとダイ
ヤ、サービス内容を
変更。より利用しや
すく楽しめるように
なりました。ルートは西舞鶴〜天橋立間を１日２往復
に。サービス内容は、ワンドリンク・記念乗車証配布・
添乗員による沿線案内や車内販売など。
　丹鉄が誇る観光列車「丹後あかまつ号」に乗って絶
景を眺めながら楽しいひと時を過ごしてみませんか。
変更になった運行ダイヤは次のとおりです。

【運行ダイヤ】
　▪西舞鶴駅発 … 10 時９分、14 時６分
　▪天橋立駅発 … 11 時 29 分、15 時 22 分
※丹後あかまつ号の乗車には運賃の他に乗車整理券 540
円が別途必要（座席定員制車両１両のみ運行。要予約）。

▶詳しくは、京都丹後鉄道（☎ 0772・25・2323）へ。
予約などは、同ホームページ（右上のコード）から。
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市
で
は
、
平
成
25
年
３
月
に
策
定

し
た
「
舞
鶴
市
健
康
増
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健

康
づ
く
り
」
や
「
運
動
を
中
心
と
し

た
健
康
づ
く
り
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
事
業
で
は
、

50
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
た
「
生

き
生
き
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
市
内
５

か
所
の
公
民
館
で
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
高
齢
者
が
集
う
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
へ
運
動
指
導
員
を
派
遣
し
体
操
を

行
う
「
サ
ロ
ンde
す
と
れ
っ
ち
」

事
業
を
展
開
。

　

ま
た
、
40
歳
以
上
の
壮
年
期
の

人
に
は
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診
者

を
対
象
に
メ
タ
ボ
（
※
１
）
改
善

の
た
め
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
実
践
教

室
」
の
実
施
や
若
い
世
代
か
ら
運
動

習
慣
の
定
着
を
図
る
た
め
、
舞
鶴
高

専
と
共
同
・
連
携
し
、
歩
数
や
カ
ロ

リ
ー
消
費
な
ど
が
測
定
で
き
る
ウ
エ

ア
ラ
ブ
ル
携
帯
端
末
（
※
２
）
を
活

用
し
た
「
運
動
を
習
慣
化
」
す
る
取

り
組
み
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
年
代
や
目
的
、
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
運
動
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
の
維

持
・
増
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

安
心
の
地
域
医
療

平
成
28
年
７
月
に
舞
鶴
医
療
セ
ン

タ
ー
の
新
病
棟
が
完
成
し
、
新
た
な

計
画
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
中
丹

地
域
医
療
再
生
計
画
」
の
施
設
面
の

整
備
は
完
了
し
ま
し
た
。

今
後
は
「
選
択
と
集
中
」、「
分
担

と
連
携
」
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

市
内
公
的
３
病
院
（
舞
鶴
医
療
セ
ン

タ
ー
、
舞
鶴
共
済
病
院
、
舞
鶴
赤
十

字
病
院
）
の
診
療
機
能
の
セ
ン
タ
ー

化
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
病
院
も
含
め
た
４

No.37

健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

誰
も
が
健
康
で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会
。
こ
れ
は
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
み
で
実
現
で
き
る
も

の
で
は
な
く
、
病
気
の
予
防
や
健
康
の
維
持
・
増
進
な
ど
を
地
域
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
シ
リ
ー
ズ
市

政
の
「
今
」。
第
37
回
は
、
地
域
医
療
と
地
域
福
祉
の
充
実
で
、「
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

病
院
の
連
携
強
化
で
「
あ
た
か
も

一
つ
の
総
合
病
院
」
の
よ
う
に
地

域
の
医
療
を
機
能
さ
せ
、
さ
ら
に

府
北
部
圏
域
の
公
的
病
院
と
の
連

携
も
進
め
、
地
域
完
結
型
の
医
療

を
目
指
し
ま
す
。

加
え
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
適
切
な
医
療
の

提
供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
在
宅
医

療
と
の
連
携
も
図
り
、
急
性
期
・

回
復
期
・
慢
性
期
の
継
ぎ
目
の
な

い
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

救
急
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
確
保

　

本
市
の
休
日
の
救
急
・
急
病
医
療

体
制
は
、
公
的
３
病
院
の
協
力
を
得

て
輪
番
体
制
（
内
科
・
外
科
・
小
児

科
）
で
患
者
の
受
け
入
れ
体
制
を
確

保
し
て
い
ま
す
。
こ
の
輪
番
体
制
で

は
、
入
院
や
手
術
が
必
要
な
重
度
の

病
気
や
け
が
を
対
象
と
す
る
二
次
救

急
医
療
を
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輪
番
日
以
外
の
平
日
夜
間

な
ど
の
救
急
医
療
体
制
の
維
持
を
図

る
た
め
、
公
的
３
病
院
へ
の
支
援
を

今
年
度
か
ら
新
た
に
開
始
し
ま
し
た
。

休
日
急
病
診
療
所
の
拡
充

本
市
の
休
日
の
救
急
医
療
体
制
の

う
ち
、
内
科
の
急
病
患
者
で
比
較
的

軽
度
な
病
状
の
人
を
対
象
と
し
た
一

次
救
急
医
療
を
担
う
「
舞
鶴
市
休
日

急
病
診
療
所
」
を
、
舞
鶴
医
師
会
の

協
力
を
得
て
昨
年
10
月
に
開
設
。
平

成
28
年
６
月
か
ら
は
、
月
３
回
（
第

２
・
３
・
４
日
曜
日
）
の
診
療
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
診
療
日
の
拡
充
に

努
め
る
と
と
も
に
、
輪
番
病
院
と

の
連
携
で
救
急
医
療
体
制
の
充
実

を
図
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
な
地
域
医
療
を
守
っ
て
い
き

ま
す
。

▲チャレンジ実践教室「パワーヨガ」で
若々しく元気に

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
応
じ
た

健
康
サ
ポ
ー
ト

▲ウエアラブル携帯端末

※１メタボ…メタボリックシンドロームの略。内臓肥満に高血圧・高血糖・脂質代謝異常が組み合わさり、
心臓病や脳卒中などの動脈硬化性疾患を招きやすい病態

※２ウエアラブル携帯端末…身に付けて持ち歩くことができる情報端末
14
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要
介
護
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支

え
る
た
め
、
日
中
・
夜
間
を
通
じ

て
、
訪
問
介
護
と
看
護
の
両
方
を
提

供
し
、
定
期
訪
問
と
随
時
の
対
応
を

行
う
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

介
護
看
護
事
業
所
が
市
内
で
初
め
て

12
月
か
ら
事
業
を
開
始
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
要
介
護
1
〜
5
の
人
が
利

用
可
能
で
、
介
護
福
祉
士
ま
た
は
訪

問
介
護
員
な
ど
が
定
期
的
に
利
用
者

の
居
宅
を
巡
回
。
入
浴
・
排
泄
・
食

事
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
補
助
と
併

せ
、
利
用
者
や
家
族
な
ど
か
ら
の
連

絡
を
受
け
、
随
時
、
相
談
や
訪
問
な

ど
の
対
応
も
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

看
護
師
な
ど
が
訪
問
し
、
療
養
上
の

世
話
や
必
要
な
診
療
の
補
助
を
行
う

な
ど
、
一
つ
の
事
業
所
が
訪
問
介
護

と
訪
問
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的

に
提
供
し
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
27
年
〜
29
年
度
を
計

画
期
間
と
し
た
「
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
こ
れ
か
ら

も
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
介
護
が
必
要
と
な
る
人

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
医
療
・
介

護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活
支
援
の

５
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
中
学
校
区
別

に
７
つ
の
地
域
で
一
体
的
に
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
現
在
、
急
務
と
な
っ

て
い
る
認
知
症
対
策
で
は
、
認
知
症

の
初
期
段
階
か
ら
ケ
ア
に
つ
な
げ
る

「
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
に
よ
る
相

談
体
制
の
充
実
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
が
気
軽
に
集
ま
り
交
流
や
認

知
症
予
防
の
た
め
の
活
動
を
行
う「
認

知
症
カ
フ
ェ
」
の
提
供
、
徘
徊
高
齢

者
の
行
方
不
明
を
防
ぐ
た
め
の
身
元

判
明
グ
ッ
ズ
の
配
布
や
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
で
の
迅
速
な
探
索
が
可
能

と
な
る
事
前
登
録
制
度
を
充
実
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
自

分
ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
認
知
症

の
人
を
支
え
る
家
族
・
地
域
の
人
た

ち
が
安
心
し
て
介
護
が
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
を

▲認知症カフェでの交流

24
時
間
対
応

訪
問
介
護
・
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト

定期巡回型訪問

定期巡回型訪問

訪問介護と訪問看護が一体
的または密接に連携しなが
ら、定期巡回型訪問を行う。

利用者からの通報により、電
話やICT機器などによる応対・
訪問などの随時対応を行う。

《定期巡回・随時対応サービスのイメージ》

随時対応通　報

舞鶴共済病院

舞鶴市民病院

連携

脳卒中センター、周産期サブセンター 循環器センター

療養病床 リハビリテーションセンター

連携

舞鶴赤十字病院

連携

舞鶴医療センター

「あたかも一つの総合病院」として高度医療を提供

地域医療
連携

15 2016-12MAIZURU



16MAIZURU

除雪作業に全力で取り組みます

▪除雪期間
12月１日㈭〜来年３月

15日㈬。除雪作業開始は
早朝５時から。
▪出動基準

積雪がおおむね10㌢を
超えたとき。通勤・通学車
両や緊急車両の通行に支障がないよう、国(国道) ・府(府道)
の作業と連携して実施。
▪対象路線　

バス路線や集落を結ぶ道路、公共施設につながる幹線道
路などを優先して作業を実施。
▪凍結防止剤の散布　

路面の凍結が予測される場合は、上記路線の坂道やカー
ブの多い路線などに凍結防止剤を散布。橋のたもとなど、凍
結の恐れがある場所には、誰でも利用できるように、凍結防
止剤を設置しています。

除雪作業にご協力を
市では、冬季の安全な道路交通を確保するため、今年度の

「市道除雪計画」を策定しました。円滑な通行の維持のため、
国・府と連携しながら、今年も除雪作業や凍結防止剤の散布
などに全力で取り組んでいきます。

山間部地域における小型除雪機の配備
　積雪が多い山間部の地域などは、市
道沿線の自治会に小型除雪機を配備
し、生活道路の除雪作業をお願いし
ています。現在は市内で 128 台が稼
働。今年度配備した除雪機のうち、室牛、大波上地区のロー
タリー型小型除雪機２台は、宝くじの社会貢献広報事業
である「コミュニティ助成」を活用し購入しました。

安全で円滑に除雪作業を進め、日常生活に支障が出ない
ようにするには、皆さんのご協力が必要です。
▪路上駐車は避けて

除雪作業の妨げになる恐れがあり、事故や交通渋滞の原因
にもなるため、路上駐車は避けてください。
▪身近な場所の除雪にご協力を

除雪作業は、バス路線などの交通量の
多い道路を優先し、短時間で行わなけれ
ばならないため、全ての道路を除雪する
ことは困難です。また、作業は細心の注意
を払って進めるよう心掛けていますが、
除雪機の特性によりやむを得ず玄関先に
雪が残ってしまう場合があります。生活道路の確保や緊急車
両の出入りに備えるためにも、自宅・店舗前の歩道など、身近
な場所の除雪は皆さんのご協力をお願いしています。
▪雪を道路に出さない

道路に出された雪は、自動車などに踏
み固められて路面がでこぼこになったり、
凍結したりして、交通事故や転倒事故など
の原因になります。雪は道路に出さず、道
路脇などに寄せてください。

除雪はみんなの力で

市道榎五老岳線

積雪時は通行止めに

▶詳しくは、土木課（☎ 66・1049、☎ 66・1053）へ。

　積雪や凍結により通行に支障が
生じる場合には、国道 27 号線と
五老岳頂上を結ぶ市道榎五老岳線

（約３㌔）を登り口から通行止め
にする場合があります。

気温の関係で冬眠しないクマがまれにいます。果物などがな
くなった冬には、生ごみなどを狙って住宅地などに出没すること
があるので注意が必要です。ごみは収集当日の朝に出すなど
適切な処理をお願いします。
　市では、ホームページやメール配信サービスで出没状況の詳
細を配信しています。活用していただき、今後もクマの出没に十
分注意してください。
▶詳しくは、農林課（☎66・1030）へ。

冬のクマに注意 !

セキュリティーの関係上、古いプロ
グラムが搭載されている携帯電話から登録画面が
接続できない場合があります。新規登録や登録変
更を希望される場合は広報広聴課で手続きします
のでお問い合わせください。
▶詳しくは、広報広聴課（☎66・1041）へ。

まいづるメール配信サービス
接続できない場合は広報広聴課へ

通行止

ROAD
CLOSED

道路情報

積　　　　雪

通 行 止 め

舞鶴市

除雪作業の様子

162016-12 MAIZURU
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12月１日～22日に受け付け

29年度 保育所の利用申し込み

　保育所申し込み手続き

来年４月からの保育所への入所申し込みを受け付けます。
対象児などは下表のとおり。

【保育所一覧】
保育所（園）
での受付日
（※１）

保育所 ( 園 ) 名 所在地 対象児
（※２）

標準時間 短時間
電話番号

通常保育 延長保育 通常保育 延長保育

12月５日㈪

さくら保育園 民間 七条中町8-20 産休明け～
就学前 7:15～18:15 19:15まで 8:30～16:30 7:15～8:30

16:30～19:15 ☎62・6987

相愛保育園 民間 魚屋234-1 産休明け～
就学前 7:00～18:00 19:00まで 8:30～16:30 7:00～8:30

16:30～19:00 ☎75・1083

昭光保育園 民間 浜211 産休明け～
就学前 7:00～18:00 19:00まで 8:30～16:30 7:00～8:30

16:30～19:00 ☎63・4821

12月６日㈫

タンポポハウス 民間 泉源寺223 産休明け～
就学前 7:00～18:00 19:00まで 8:30～16:30 7:00～8:30

16:30～19:00 ☎64・2762

ルンビニ保育園 民間 寺内90 産休明け～
就学前 7:30～18:30 19:30まで 9:00～17:00 7:30～9:00

17:00～19:30 ☎76・3703

八雲保育園 民間 丸田27-1 産休明け～
就学前 7:30～18:30 ー 8:30～16:30 ー ☎82・0278

12月７日㈬

平保育園 民間 中田440-1 産休明け～
就学前 7:00～18:00 19:00まで 8:00～16:00 7:00～8:00

16:00～19:00 ☎68・0107

永福保育園 民間 公文名63 産休明け～
就学前 7:00～18:00 19:00まで 9:00～17:00 7:00～9:00

17:00～19:00 ☎75・4006

西乳児保育所 公立 円満寺100-3 ６か月～
３歳児 7:30～18:30 ー 8:30～16:30 7:30～8:30

16:30～18:30 ☎76・0573

12月８日㈭

やまもも保育園 民間 溝尻1106 産休明け～
就学前 7:30～18:30 19:30まで 8:30～16:30 7:30～8:30

16:30～19:30 ☎62・0524

岡田保育園 民間 志高70 産休明け～
就学前 7:00～18:00 19:00まで 8:30～16:30 7:00～8:30

16:30～19:00 ☎60・2778

東山保育園 民間 倉谷961-1 産休明け～
就学前 7:15～18:15 19:15まで 9:00～17:00 7:15～9:00

17:00～19:15 ☎76・7314

12月９日㈮

なかすじ保育園 民間 公文名344 産休明け～
就学前 7:30～18:30 19:30まで 9:00～17:00 7:30～9:00

17:00～19:30 ☎76・7122

中保育所 公立 余部下1063 ６か月～
就学前 7:15～18:15 19:15まで 8:30～16:30 7:15～8:30

16:30～19:15 ☎62・0292

うみべのもり保育所 公立 浜2022 ６か月～
就学前 7:15～18:15 19:15まで 8:30～16:30 7:15～8:30

16:30～19:15 ☎62・0464

現地受付の
実施なし

永福保育園
城屋園舎 民間 城屋837 産休明け～

就学前 7:00～18:00 ー 9:00～17:00 7:00～9:00
17:00～18:00 ☎75・4005

※１：各保育所での受け付け時間はいずれも16時～18時　※２：対象児の年齢は来年４月１日現在　

【入所要件など】 　次のいずれかに該当する場合
❖就労（１か月 64 時間以上の就労）
❖妊娠・出産　❖保護者の疾病・障害
❖求職活動（起業準備含む）
❖虐待やＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）

の恐れがあること
❖同居または長期入院等している親族の介護・看護
❖育児休業取得中に、すでに保育を利用している

子どもがいて継続利用が必要
❖災害復旧　❖就学
❖その他、保育が必要な状態にあると市が認める場合

【利用者負担額（保育料）】
　各世帯の収入によって異なる

【申し込み方法】
認定申請書と利用申込書に必要事項を記入し、

12 月１日㈭〜 22 日㈭に幼稚園・保育所課か西
支所保健福祉係へ。各保育所でも下表の日時で受
け付け。申請には運転免許証などの本人確認がで
きるものと通知カードなどの世帯全員のマイナン
バーが分かるものが必要。申請書・申込書・案内
冊子は同課や同係、加佐分室、各保育所、各公民
館、各子育て支援センターなどで配布。市ホーム
ページからダウンロード可。

▶詳しくは、幼稚園・保育所課（☎ 66・1009）
か西支所保健福祉係（☎ 77・2253）へ。

17
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舞鶴市

平
成
27
年
度 

上
下
水
道
事
業
の
決
算

上
下
水
道
部
で
は
、
平
成
27
年
度
も
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
と
し
て
の
上
下
水
道
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
主
要
な
事

業
や
会
計
の
収
支
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
水
道
事
業
】（
主
要
な
事
業
）

◇
上
福
井
浄
水
場
の
施
設
更
新
事
業
費

(

３
億
３
，
４
９
０
万
円)

◇
配
水
管
の
整
備
事
業
費

(

４
億
４
，
２
６
８
万
円)

基
幹
浄
水
場
の
上
福
井
浄
水
場
は
、
管
理
棟
な
ど

が
老
朽
化
し
耐
震
性
も
有
し
て
い
な
い
た
め
、
施
設

や
設
備
を
更
新
し
、
耐
震
性
能
を
備
え
た
施
設
に
す

る
も
の
で
す
。
平
成
24
年
度
か
ら
事
業
を
進
め
て
お

り
、
31
年
度
完
成
予
定
で
す
。

▲上福井浄水場の施設更新

【
簡
易
水
道
事
業
】(

主
要
な
事
業)

◇
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
費

(
５
億
２
，
８
０
３
万
円)

東
大
浦
地
区
、
池
内
地
区
な
ど
で
は
簡
易
水
道
を

上
水
道
と
接
続
す
る
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

す
で
に
完
成
し
た
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
渇
水

や
濁
り
水
の
心
配
が
な
く
な
っ
た
な
ど
の
声
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
か
ら
は
全
て
の
簡
易

水
道
事
業
を
上
水
道
事
業
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に

よ
り
、
安
定
給
水
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

▲岸谷配水池（西地区（池内）簡易水道統合整備事業）

【
下
水
道
事
業
】(

主
要
な
事
業)

◇
下
水
道
管
の
布
設
事
業
費

(

14
億
２
，
８
５
８
万
円)

◇
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
長
寿
命
化
対
策
事
業
費

(

３
億
４
，
５
６
４
万
円)

舞
鶴
湾
や
河
川
な
ど
の
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全

と
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、

未
普
及
地
域
の
下
水
道
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

下
水
道
が
完
成
し
た
地
区
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
ト

イ
レ
な
ど
が
よ
り
清
潔
に
な
り
、
住
み
や
す
く
な
っ

た
な
ど
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

▲下水道管の布設

※資本的収支の不足額は、純利益や留保資金から補てんしています。

水道事業会計の収支
水道水を作り届けるた
めの収入と支出

（収益的収支） 【税抜額】

水道施設を作るための
収入と支出

（資本的収支） 【税込額】
収入 17億1，625万円 5億2，035万円
支出 16億7，419万円 10億7，021万円
差引 4，206万円 ▲5億4，986万円

簡易水道事業会計の収支
（税込額）

収入 7億3，513万円

支出 7億1，924万円
差引 1，589万円

下水道事業会計の収支
（税込額）

収入 48億8，814万円

支出 48億8，259万円
差引 555万円

水
道
管
に
も
冬
支
度

早
め
の
防
寒
対
策
を

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と
、

水
道
管
が
破
裂
・
凍
結
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
早
め
の
防
寒
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
は
要
注
意
！

◇
屋
外
に
水
道
管
が
露
出
し
て
い
る

◇
屋
外
の
ガ
ス
給
湯
器
周
り

□
防
寒
方
法

◇
水
道
管
の
保
温

市
販
の
保
温
材
や
布
切
れ
な

ど
で
管
を
包
み
、
ビ
ニ
ー
ル
テ

ー
プ
な
ど
を
巻
く
。

◇
水
道
管
の
水
を
抜
く

長
期
間
不
在
の
時
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

内
の
止
水
栓
を
止
め
、
一
番
低
い
か
所
の
蛇

口
か
ら
水
を
抜
く
。

◇
少
量
の
水
を
流
す

就
寝
時
に
３
〜
４
㍉
ほ
ど
の
太
さ
の
水
を

流
し
て
お
く
。

□
も
し
凍
結
し
た
ら

蛇
口
な
ど
凍
っ
た
と
こ

ろ
に
布
を
か
ぶ
せ
、
ぬ
る

ま
湯
を
か
け
ま
す
。

熱
湯
を
か
け
る
と
破
裂
や
ひ
び
割
れ
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

□
も
し
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

ま
ず
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
止
水
栓
を

閉
め
て
水
を
止
め
る
。
そ
の
後
、
市
指
定
の

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
す
る

（
有
料
）。 

保温材や布切れ、
ビニールテープなど

平成27年度 上下水道事業の決算

よ
り
快
適
な
上
下
水
道
環
境
を
目
指
し
て

182016-12 MAIZURU
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上下水道だより

お客様サービス課
❖お客様係　　　　☎62・1632
❖給排水設備係　　☎66・1028
❖西・上下水道係　☎75・2259

経営企画課　　　　　☎62・1633
水道整備課　　　　　☎66・2545
下水道整備課　　　　☎66・1056

上下水道部
担当窓口の 電話番号

【問題】次の○の部分に入る文字は何？

水道管にも冬支度、早めの「〇〇対策」を

住所、氏名、電話番号、答え、上下水道に関するご意見やご感想などを記
入し、12 月 15 日㈭までに郵便か電子メールでご応募ください。
（当選発表は記念品の発送をもって代えさせていただきます）。
〒 625-8555　 上下水道部経営企画課（住所記載不要） 

【電子メール】jg-keiei@post.city.maizuru.kyoto.jp

★正解者の中から 10 名様に記念品をプレゼント

ク イ ズ 【問題】次の○の部分に入る文字は何？

上下水道に関するご意見やご感想などを記

　水道メーターを確認することで漏水の早期発見
につながります。漏水が見つかった場合は、市指
定の給水装置工事事業者へ修理（有料）を依頼し
てください。
【確認方法】家の中の蛇口をすべて閉め、水道メーターのふたを開けてパ
イロットマークを確認する。マークが少しでも回っていたら、どこかで漏
水している可能性があります（地下や壁の内部などで漏水があった場合、
水道料金・下水道使用料の減免制度があります ）。
▶詳しくは、お客様サービス課お客様係か西・上下水道係へ。

あなたのお宅は漏水していませんか

水道メーターの確認を
水道使用量を確認す

るため、水道メーター
を検針しています。メ
ーターボックスの上に
自動車を止めたり、物
を置いたりすることを

避けていただくとともに、これからの季節に
は除雪した雪をメーターボックスの上に積ま
ないよう、ご協力をお願いします。

メーターボックスが見られるように

検針へのご協力を 

台
所
や
浴
室
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
や
毛
な
ど
を
集
め
た
り
、
油
分
を
分
離

す
る
分
離
ま
す
（
ク
リ
ー
ン
ま
す
）
は
、
定
期
的
な
掃
除
が
必
要
で
す
。
掃
除

を
し
な
い
と
管
が
詰
ま
っ
て
多
額
の
修
理
費
用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
１
か
月
に
１
回
は
ご
家
庭
の
分
離
ま
す
の
掃
除
を
お
願
い
し
ま
す
。

分
離
ま
す
の
掃
除
方
法

ざる、新聞紙、穴あきおたま、
古歯ブラシ、軍手を用意し、ま
すぶたを開ける。

1

ざるに新聞紙を敷き、ますの
中の汚れをおたまですくって
入れる。

2

カゴを外し、おたまを使い、
カゴの汚れをかき落とす。

3

カゴを水洗いし、目詰まりがと
れない場合は、歯ブラシなどで
こすり取る。

4

ますの中の浮き沈みしている
汚れを、おたまですくいざる
へ集める。

5

ごみは水を切ってから、燃え
るごみの日に出す。

6

掃除しないと管が詰まって多額の
修理費用がかかることも !

１か月に 1 回
掃除してね！

下水道マスコットキャ
ラクター「スイスイ」

下
水
道
管
を
詰
ま
ら
せ
な
い
た
め
に

月
に
１
回
は
「
分
離
ま
す
」
の
掃
除
を

19 2016-12MAIZURU
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地域の身近な福祉の相談役
～新たな民生委員・児童委員が決定～

　地域の皆さんの最も身近な相談役として、地域福祉の中
心的な役割を担っていただく民生委員・児童委員 242 人と、
主に児童問題に取り組んでいただく主任児童委員 32 人が
決まり、12 月１日に一斉改選されました。任期は平成 31
年 11 月 30 日までの３年間。
　誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすためには、民生
委員・児童委員と地域の皆さんとの協力が必要不可欠です。
皆さんの力でよりよい地域づくりを進めていきましょう。

《民生委員・児童委員とは》社会福祉の増進のため、常
に住民の立場で相談に応じ、関係機関へのつなぎ役とし
て地域で活動いただく府の非常勤特別職（地方公務員）
です。職務遂行にあたっては、個人の人格を尊重し、平
等な取り扱いを行うという規定があります。また、個人
の秘密に触れることが多いため、民生委員法により守秘
義務が課せられています。
▶詳しくは、福祉企画課（☎ 66・1011）へ。

主任児童委員

担当地区 名前

余部上
芦田真由美

金森富士子

余部下
嵯峨根悦子

藤本ひとみ

三笠
内海　敦子

髙橋　章子

白糸
三上　清子

上田由美子

新舞鶴
長曽我部真由美

三上久美子

森
岡田　光代

栢分　理代

行永
渭東　美和

田中美奈子

青葉
富井　厚子

鎌部千津子

大浦
中津由美子

岡山　優子

城北
早瀬　典子

嵯峨根里子

明倫
亀井　惠子

松野　恭子

田辺
米田みのり

山室　協子

城南
森　志乃ぶ

中道　玲子

余内
仲井　玲子

福田　晴海

岡田
碇　　浩子

千原　典子

由良川
山岡　良子

森口　眞澄

担当地区 名前

田

辺

駅東、伊佐津団地西 斉藤君子

新生、深田、
ｴｸｾﾚﾝﾄ伊佐津、

西舞鶴合同宿舎
水島貞夫

伊佐津北、
大内南、建青、

向ノ丁、伊佐津団地
志賀捷二

真名井、ﾎ゚ ﾚｽﾀー 西 荒川さとみ

円満寺、二の丸、
ｸﾚｲﾝｽ゙ ｺー ﾄ 千原通博

八幡、愛宕前 下村里穗子

宮前、駅前 竹ノ内茂

京橋 嵯峨根敦子

折原 丹生雅史

城

南

高野由里、高野台 山下葊幸

寿、女布北町 宇野俊子

女布、女布新町、
女布中新町 谷川律子

野村寺 岩見美津子

城屋 坂根そめの

真倉 赤松早苗

京田、十倉 上羽愛子

城南、京田団地、
京田新町 田中次郎

七日市１区 蜷川節子

七日市２区 西川浩明

万願寺 嵯峨根幸江

伊佐津川荘苑、
菖蒲台 松味康弘

公文名① 井澤和子

公文名② 櫻井ひろ子

中引土 臼井行雄

東引土 橋本陸雄

伊佐津１区、
ﾛｲﾔﾙｺー ﾄ伊佐津 山本敏子

伊佐津２区 泉和子

担当地区 名前

城

南

白滝、岸谷 谷内賢行

上根、寺田 瀬野孝子

布敷、別所 江﨑一枝

堀、池ノ内下 櫻井正子

今田 塔岡喜代子

余

内

倉谷西 平田克己

倉谷、倉谷東 亀井昌宏

福来中 奥本弘

福来西 尾﨑英希

福来東 西口孝

天台、天台団地 戸川昇

中の脇、昭和台 和佐貞夫

清道、清道新町 栢分章

清美が丘① 米田充男

清美が丘② ※

上安、上安東町 滝本政道

高迫団地 仲西浩毅

南上安 奥田良子

上安久 山根やす子

城東 柴原義雄

匂崎 村川正弘

福来団地 小和田宏子

下安久 一和博子

岡

田

上村 佐藤加代子

小原 吉田智恵美

宇谷 橋垣陽子

大俣 岩崎惠美子

小俣、滝ヶ宇呂 今西順子

桑飼下 江口富子

地頭 佐藤真寿美

上漆原、長谷 池田康子

下漆原 千原勝

西方寺 奥野智美

下見谷、河原 河田理恵子

富室、岡田由里 河田節子

久田美 村上朋子

202016-12

※表は 11 月 21 日現在で表記
しています。未定の地域は市
ホームページでご確認いただく
か、福祉企画課へお問い合わせ
ください。

担当地区 名前

岡

田

志高 山﨑豊晴

大川 有本一洋

真壁 村上静子

由

良

川

水間、中山 澤田清子

和江 加藤喜美子

丸田東 千坂節子

上東 岸本憲昭

下東 坂本志保子

三日市 野尾眞喜代

丸田西 内海孝司

水間下 牧賀津雄

八戸地 森下育代

八田 植和田好美

東神崎 　田裕美子

油江、蒲江 ⺽井千鶴子

西神崎 上野成子

20
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担当地区 名前

余

部

上

上若宮 小川俊子

東若宮、中若宮 高橋稔

西若宮 布川京なみ

道芝 村田哲治

榎川上 宮坂勝二

榎川下 瀬野潔

本町３丁目、本町４
丁目、本町５丁目 小林史典

奥母 井上富美枝

上九丁目 谷口喜一

花木 江上咲善

東元町、西元町１丁
目、西元町２丁目 畑征夫

余

部

下

旭東 渡邉美千代

旭西 大島よ志野

旭南、若葉 荒賀良太

橘 河合隆志

西門一丁目、余部合
同宿舎、中舞鶴宿舎 橋本洋子

西門二丁目 小神和男

双葉 古森久惠

荒田 坂本芳和

長浜 横川久美子

加津良 井本精一

栄 大田功

和田 川井透

白浜台 藤原正春

三

笠

北吸上 荻野正洋

出雲 関口博

北吸中、北吸東 瀬野昭仁

東門東、東門西 瀬川麻砂美

北吸官舎 仁谷圭子

三宅① 石間拓夫

三宅② 小川裕美

西浜北 西村佳子

西浜南 野里常雅江

桃山 新井秀治

三条上・下 森永幸三

三笠 石原絢子

中敷島、西敷島 井納堅八郎

中浜一、中浜二 ※

白糸西、大門西、
クレインズタワー 二岡富喜子

東昭和、西昭和 小室弥寿生

白

糸

白糸東、白糸中 杣取賢一

白糸大門 佐藤明子

敷島・東敷島 山口洋子

中浜三 桑原敏枝

中浜四 森佑二

担当地区 名前

白

糸

中浜五 阿部秀雄

元浜西、元浜、
ポレスター東 岡村利廣

浜、東浜 柿井ひろみ

南浜元町、片山 河田礼子

青葉 青木信美

扶桑 高橋秋子

北浜中町 坂根博

西浮島、中浮島 谷岡桂子

南浮島、宮浮島 坂根伸子

東浮島、北浮島 瀬野克則

新

舞

鶴

市場西 日向孝史

市場東、市場青葉台、
十月会、公明会 村田里美

市場上 石野佳子

愛宕新、
府営住宅市場団地 岩本啓

松ヶ崎 田村由美

竜宮 大島勢津子

愛宕中町 大西隆

高屋、上垣、
泉源寺新町 宮本雄二

溝尻 髙橋德雄

矢之助東 内海秀人

矢之助西 白髪正道

溝尻中町（東） 倉内勝美

溝尻中町（西）、
溝尻田口 森藤圭

溝尻中町南 西家賢二

溝尻新町 西田優子

堂奥、多門院 石川明

森

敷野 岸田佳久

森口 藤田逸男

川西 髙橋稔

大森 田中國雄

森宮 馬場眞由美

森日の出、
日の出団地 髙橋實

森大和 河原田譲二

愛宕 小島勲

井尻東 谷口栄一

井尻西、
大田野 川端武

森三本木、
エルドラード三本木 ※

緑が丘 山﨑俊明

白鳥団地① ※

白鳥団地② ※

丸山口、丸山中町 光田英明

丸山、丸山西町 伊藤清隆

担当地区 名前

行

永

桜木 中田嘉明

元川中町、元川新町、
元川本町 西村雅子

正巳 藤田美乃里

古川 西村透

金屋 村井むつみ

竹道 宮下明子

御幸 馬場俊明

八反田北 辻康子

八反田南 中村和男

大宮 海江田英美

上明富 山田潔

明富下 森下幸江

片山新町、片山南、
祭掛、元川東 田原進

三安団地、行永桜通り 竹田千賀絵

大迫新町 太田　二

大迫団地、ｻﾝｹｲ団地 天野芳賢

幸野、東幸野 東直樹

芥子谷団地 藤澤浩太

芥子谷団地、
芥子谷口 前田弘行

与保呂 山口美保子

木ノ下、常、常桜町 二谷敏子

常府営 土佐敏雄

常口 山田雅子

京月 常塚朋子

亀岩 片岡藏

京月東 氷上和昭

青

葉

田中東 白井知二

田中西、田中団地 松間二三夫

田中中 保田信三

安岡 谷口晴夫

安岡新町、田園町 坂本理恵

小倉、小倉西、
小倉新町 岩室和代

鹿原 山下幸子

鹿原西 遠藤貞美

吉坂、松尾 福村京子

泉源寺 ※

朝来中、大波上 梅本德夫

大波下、
ｳﾞｨﾗｰｼﾞｭ滝ヶ浦 堀口長敏

朝来新町、松ケ森 山本礼子

吉野、白屋、笹部 倉内美智子

朝来西町府営、朝
来八田、ｴﾙﾄﾞﾗｰﾄﾞ朝
来、朝来中（滝ヶ鼻）

※

朝来西宮 佐藤友子

登尾、杉山 ※

担当地区 名前

大

浦

河辺中、西屋、
河辺由里、観音寺 吉田邦夫

田井、成生、大山 丸山睦美

野原 濵田透

栃尾、河辺原、室牛 奥元正克

平 梅原達雄

赤野、多祢寺 今安幸一

中田、中田下 ※

上佐波賀、下佐波賀 森下善之

千歳、大丹生 竹内謙一

瀬崎 奥西隆

三浜、小橋 村岡勢津代

城

北

西吉原第一 濱田康寛

西吉原第二、
西吉原第三 中西章夫

東吉原第一 影井哲

東吉原第二 近江正博

東吉原第三、
東吉原第四 三条橋美和子

築地、相生 田中佐知子

魚屋 岡村慶子

魚屋住吉 塩見光子

魚屋大森 宮里ふみ江

大森海岸 山尾絵里

上福井 下谷和代

下福井 鈴木智美

建部、星和、大野辺 岡本芳男

喜多 齋藤美耶子

大君、吉田 髙田さえみ

青井 小谷章

白杉 森下仁博

明

倫

寺内 楠文範

松陰 ※

島崎 土井あゆみ

港 木村義則

宮津口、西 河田雅子

新 ※

北田辺 江口加余子

三の丸 森川啓子

本 松本雅美

職人、丹波 小谷惠津子

平野屋 村上良子

竹屋 中道育代

堀上、紺屋 佐藤經明

引土新、朝代 田中良子

京口 浪江多津子

舞引土 坂根成樹

田

辺

大内、大内野 布川幸惠

東田辺 山下純子

南田辺 神谷和美

2121 2016-12MAIZURU
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子どもの幸せを願わない親はいないでしょう。それが
結婚などの人生の大きな節目となる出来事ならなおさら
のことです。本来、結婚は本人同士の合意のみで成立す
るものですが、親としては相手の全てを知っておきたい
という気持ちが強くなるのかもしれません。これはある
講演会で聞いた実際の話です。

A さんは、結婚を考えていましたが、母
親が相手の女性の身元調査を行い、その
結果、女性の出自 ( ※ ) を理由に結婚
を猛反対され、２人は別々の人生を
歩むことになりました。女性は人間
不信に陥り、一時は自殺をも考えま
すが、その後、人生をともにするパー
トナーと出会い、今は幸せな家庭生活
を送っているそうです。しかし、A さん
は、母親に結婚を反対されたことがトラウマと
なり、未だに独り身の生活を送っています。

B さんの場合は、母親が相手の女性の身元調査を行
ない、その結果、親戚から「結婚をするなら縁を切る」
と言われてしまいました。母親は当初、相手の女性の
人柄を認め、結婚に賛成でしたが、親戚のあまりに

強硬な態度に、考えを変えざるを得なくなってしまいまし
た。B さんは、母親を何度も説得しようとしましたが、か
たくなに反対され続けました。その結果、B さんは家族も、
住み慣れた郷里も捨て彼女と新しい人生を踏み出しました。
母親は、愛する息子を失うことになってしまったのです。

親だから子どものために相手のことを知っておきたい
という気持ちはあるかもしれません。しかし、興

信所に調査を依頼したり聞き合わせをしたりし
て、本人の人格や資質とは全く関係のないこ
とを理由に、その人の価値や結婚の適否を
判断することは、相手の人権だけでなく、
わが子の人権をも否定する愚かな行為とい
えるのではないでしょうか。２つの事例を、

みなさんはどのように受け止められますか。
身元調査や聞き合わせは、無断で他人のプライバ

シーをのぞき見する卑怯な行為であり、それが差別意識
や偏見に基づいて行われているとしたら、明らかに人権侵害
で、決して許されるものではありません。人はそれぞれ違う
環境で育ち、考え方も違い、誰一人として同じではありませ
ん。大切なことは、「その人自身」を知ろうとすることなのです。
　　　　　   　　　　 　 　　　　　　　　 《人権啓発推進室》
※出自…出どころ、生まれ、個人が生まれた時から認識される

系譜関係、血縁

12 月 4 日～ 10 日は人権週間
▪人権標語　入賞作品が決定
　７月〜９月に募集した人権標語の入賞作品が決定。応募
総数 7,415 点の中から、特選、入選、佳作が決まりました。
入賞者の皆さんは次のとおりです（敬称略）。

【特選】
❖いのちはね　ひとりひとつの　たからもの
　　竹内心和（明倫小１年）
❖自分のもつ　小さな勇気が　仲間を救う
　　片山壱之介（大浦小５年）
❖できますか　あの子にしたこと　自分にも
　　村川小夜子（和田中３年）
❖やさしさ　えがお　思いやり　みんなが持てば無くなる差別
　　岩波伸悟（一般）

【入選】加藤理沙（明倫小１年）、栫井彩花（倉梯小２年）、
東田啓寿（倉梯小２年）、柏木優央（倉梯小４年）、山添宙樹（新
舞鶴小５年）、安住元輝（池内小６年）、平田陽香（白糸中
１年）、久下聡太（城北中２年）、山田風由音（西舞鶴高 1
年）、角田恵（一般）

【佳作】森脇花乃（明倫小２年）、白石桃子（余内小２
年）、田中晴琉（新舞鶴小６年）、藤村侑依（若浦中２年）、
山﨑未羽（城北中３年）、大田友子（一般）、寺下由晃（一般）、
福島卓也（一般）、藤原達也（一般）、三宅悦子（一般）
▶詳しくは、人権啓発推進室（☎ 66・1022）へ。

　人権週間とは、国連総会において「世界人権宣言」が採
択されたことを記念して 1949 年に定められたもので、世
界人権宣言の趣旨と重要性を広く国民に訴えかけ、人権尊
重思想の普及高揚を図るための週間です。市では、人権週
間にちなみ、次のとおり人権のつどいを開催します。
▪人権のつどい 2016

【日時】　12 月 24 日㈯
　　　　13 時 30 分〜 15 時 30 分

【場所】　総合文化会館
【内容】　❖舞鶴児童合唱団の歌
　❖中学生人権作文の発表
　❖俳優の八名信夫さんによる講演
　　「誰にだってその人の華がある」
　❖人権なんでも相談（10 時〜 12 時）

【その他】　❖要約筆記・磁気ループ席あり
　❖手話通訳や託児を希望する場合は 12 月 16 日㈮ま
　　でに予約が必要

【問い合わせ先】　人権啓発推進室（☎ 66・1022）
▪特設人権相談

【日時】　12 月５日㈪〜９日㈮ ９時〜 12 時
【場所】　市役所本館
【内容】　人権擁護委員による面接相談（個室）
【問い合わせ先】　法務局舞鶴支局（☎ 76・0858）

▲八名信夫さん

人権標語 入賞作品を展示
【日時】　12 月２日㈮〜 11 日㈰
【場所】　❖バザールタウン舞鶴
　　　　❖市役所市民ホール

「
そ
の
人
自
身
」
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
が
大
切
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私が学んだ中学校では、中学２年生を対象に「立
志式」が毎年行われ、子どもが将来への決意や目
標を保護者や先生に対して発表する場が設定され
る。立志式をきっかけに、子どもが今までの自分
を振り返り、将来について考える良い機会となる。
また、保護者や教師にとっても子どもの成長を知
り、子どもの自立を意識し将来の目標を示唆する
絶好の契機となる。「立志」とは、志（こころざ

し）を立てること。つまり、将来を見据えた目標を設定して
誓いを立てることである。古来、数え歳 15 歳（中学２年生）
は、元服の時期であり、「志」を持つことで、大人の仲間入
りをする節目となる。
「夢」と「志」には、大きな差がある。「夢」は漠然とし

た個人の願望であり、「志」は個人の目標を達成することで、
多くの自分以外の誰かの幸せを叶えようとする気概がある。
例えば、「医者になりたい」は「夢」であり、「医師になり病
気で苦しむ人々を救いたい」は「志」である。残念ながら、
我が舞鶴市はもとより、京都府下で立志式を行う自治体は
無い。舞鶴市教育振興大綱には、①自立、②自律、③コミ
ュニケーション能力、④感謝の気持ち、の４つの重要性をう
たっているが、さらに「志」を立てることができる環境づく
りを保護者、教育関係者、行政を含む地域社会が総がかり
で取り組むべきだと考えている。

ドクターＴのひとりごと その52

志式」が毎年行われ、子どもが将来への決意や目志式」が毎年行われ、子どもが将来への決意や目志式」が毎年行われ、子どもが将来への決意や目志式」が毎年行われ、子どもが将来への決意や目
標を保護者や先生に対して発表する場が設定され
る。立志式をきっかけに、子どもが今までの自分る。立志式をきっかけに、子どもが今までの自分る。立志式をきっかけに、子どもが今までの自分る。立志式をきっかけに、子どもが今までの自分
を振り返り、将来について考える良い機会となる。を振り返り、将来について考える良い機会となる。を振り返り、将来について考える良い機会となる。を振り返り、将来について考える良い機会となる。
また、保護者や教師にとっても子どもの成長を知
り、子どもの自立を意識し将来の目標を示唆するり、子どもの自立を意識し将来の目標を示唆するり、子どもの自立を意識し将来の目標を示唆するり、子どもの自立を意識し将来の目標を示唆する
絶好の契機となる。「立志」とは、志（こころざ絶好の契機となる。「立志」とは、志（こころざ絶好の契機となる。「立志」とは、志（こころざ

　『
夢
』
と
『
志
』
の
違
い

　旬のかぶと柿を、あっさりとした甘酢和えにしまし
た。柿の甘みがあるため砂糖は少な目で、美しい紅白
の色味はおせち料理にもぴったり。火を使わない簡単
調理で食卓にもう１皿加えてみませんか？お好みで七
味唐辛子を増やしてみてもおいしいですよ。

【協力】　谷口久美子（食生活指導士）

かぶと柿の甘酢和えかぶと柿の甘酢和え

1 人分 51㌔㌍　塩分 0.2㌘

VOL.6

① かぶは皮をむき、４つ割りにして、２㍉の厚さにイ
チョウ切りにし、全体に塩少々をまぶして15分置く。
柿は皮と種を取り、３㍉の厚さにイチョウ切り
にする。水菜は３㌢の長さに切る。

② ①のかぶは水気を絞り、柿、水菜と合わせてⒶで和
える 。かぶはキャベツや白菜、水菜、ブロッコリーと同じ「ア

ブラナ科」の野菜で、葉もおいしく食べることができます。

（４人分）
❖かぶ…１個（400㌘）　　　  ❖水菜…20㌘
❖富有柿…1/2 個（100㌘）　   ❖塩…少々

　　❖酢…大さじ１   　　❖砂糖…大さじ 1.5
　　❖七味唐辛子…少々　❖和風だしの素…少々
　　

Ⓐ｛

叙勲、大臣表彰者を紹介

叙勲
▪瑞宝小綬章
　後藤孝之（天台）
　　法務行政事務功労（元広島入国管理局次長）
▪瑞宝双光章
　南部照一（下安久）
　　教育功労（元公立小学校長）
　野々下イツミ（福来）
　　看護業務功労（元舞鶴共済病院看護部長）
　室一雄（丸山中町）
　　地方自治功労（元舞鶴市助役）
▪瑞宝単光章
　桑原町子（八反田南町）
　　児童福祉功労（現タンポポハウス園長）
　後野幸一（真倉）
　　消防功労（元舞鶴市中筋消防団団長）

（以上敬称略、11 月３日発令）

総務大臣表彰
　倉橋貢（大宮）

長年の自治会活動の推進に尽力された功績が評価され
ました。　　　　　　　　　　　　　　（以上敬称略）

※まいづる花図鑑、図書館だより、市内学校めぐりは休載しました。23 2016-12MAIZURU
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一般競争（指名競争）入札の参加資格申請受け付け一般競争（指名競争）入札の参加資格申請受け付け一般競争（指名競争）入札の参加資格申請受け付け

　市が発注する建設工事や物品購入などの入札や見積り合
わせに参加を希望される事業者は、参加資格の申請が必要
です。

【受付期間】
２月１日㈬〜28日㈫
❖窓口…平日９時〜12時と13時〜16時
❖郵送…２月28日㈫消印有効

【対象】
❖定期受付…市内の建設工事業者（有効期限は平成29・30年度）
❖追加受付…物品・役務業者、測量・建設コンサルタント等業

者および市外の建設工事業者（有効期限は29年度）　
【申し込み方法】

所定の用紙（契約課に備え付け。市ホームページからダウ
ンロード可）に必要事項を記入し、必要書類を添えて同課へ
郵送か持参。
▶詳しくは、契約課（☎66・1065）へ。

個人住民税の特別徴収を推進個人住民税の特別徴収を推進個人住民税の特別徴収を推進

　給与所得者の個人住民税（市民税・府民税）の特別徴収は、事
業主（給与支払者）が毎月の給与から住民税を差し引いて、市町
村へまとめて納入する制度です。所得税の源泉徴収義務がある
事業主は、地方税法の規定により、特別徴収義務者としてすべ
ての従業員の住民税を特別徴収することが原則として義務付
けられています。
　まだ特別徴収を実施していない事業主の人は、法令に基づく
適正な実施をお願いします。
▶詳しくは、税務課（☎66・1026）へ。

存在しない家屋が課税されていませんか？存在しない家屋が課税されていませんか？存在しない家屋が課税されていませんか？

　家屋の固定資産税は毎年１月１日現在の状況により課税
しています。市では、取り壊された家屋を把握するために定
期的に調査を行っていますが、取り壊した家屋（全部または
一部）が課税されている場合は連絡をお願いします。また、今
年12月末までに取り壊し予定の家屋がある場合もご連絡く
ださい。
▶詳しくは、税務課（☎66・1027）へ。　

※委員会の日程については変更になることがあります。

日　時 内　容 場　所
　12 月８ 日㈭ 10 時から  本会議（一般質問）

 市議会議場
　 　  ９ 日㈮ 10 時から  本会議（一般質問、議案質疑）
　 　  12 日㈪ 10 時から  経済消防

予算決算分科会・委員会
 議員協議会室

　 　  12 日㈪ 13 時から  民生環境
　　   13 日㈫ 10 時から  建　　設
　　   13 日㈫ 13 時から  総務文教
 　      19 日㈪ 10 時から  予算決算委員会
 　      26 日㈪ 10 時 30 分から  本会議　（委員長報告、討論、採決）  市議会議場

　開会中の市議会12月定例会の日程は
右表のとおり。いずれも傍聴できます。
定員は本会議が先着各38人、委員会が
先着各15人。
▶詳しくは、議会事務局（☎66・1060）へ。

市議会 12 月定例会
（予定）

一般職非常勤職員（業務支援職員）の採用試験一般職非常勤職員（業務支援職員）の採用試験一般職非常勤職員（業務支援職員）の採用試験
　　

　一般職非常勤職員（業務支援職員）の採用試験を実施します。
【試験日時】来年１月９日㈷10時から
【試験会場】中総合会館
【受け付け期間】12月１日㈭〜26日㈪
【募集職種】

❖事務職員 ❖保育士 ❖介護支援専門員 ❖介護認定調査員  
❖相談員 ❖電気技師 ❖作業員 ❖宿日直員　など

【任用期間】平成29年４月１日〜平成30年３月31日
【受験資格】昭和27年４月２日以降に生まれた人で、各募集職
種の受験資格（試験案内に記載）に該当する人

【申し込み方法】
申込書（市役所総合案内、人事課、西支所総務係、加佐分室で

配布。市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入
し人事課へ。詳細は、試験案内でご確認を。

一般職非常勤職員（業務支援職員）とは？
補助的・定型的な業務に従事。
任期は１年。原則、週４日勤務。
勤務成績が良好である場合は、連続して２回まで、再度
任用されます。その後（３年後）の採用試験に合格される
と、再度任用されます。ただし、任用は65歳に到達する
年度末までとなります。

▶詳しくは、人事課（☎66・1066）へ。

特定健康診査の受診を特定健康診査の受診を特定健康診査の受診を

　市国民健康保険に加入している40歳以上を対象に特定健
康診査を実施。対象者には受診票などを５月下旬に送付済。
受診時には必ず受診券、受診票、国民健康保険証を持参し
てください。無料。９・10月に医療機関で健診を受診できな
かった後期高齢者も受診可（保険証を持参）。

【日時】12月４日㈰・５日㈪
８時30分〜11時、13時〜15時30分（５日は14時30分まで）

【場所】中総合会館
【内容】身体計測、尿検査、問診、血圧測定、血液検査、
心電図検査、診察
▶詳しくは、保健センター（☎65・0065）か保険医療課（☎66・
1106）へ。

広報まいづる 11 月号の８㌻「用途地域を変更」、24㌻「カメラアイ」の記事に誤りがありました。訂正してお詫びします。
❖８㌻…用途地域変に→用途地域に　❖ 24㌻…調理手順を以外は→調理手順以外はお詫び 24
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ホットな健康情報をお届け  マイ健康通信

　平成 24 年度に市が実施したストレ
スや心の健康に関する市民アンケート
では、働き盛りの世代でストレスを感
じている人が多いことが分かりまし
た。また、仕事や家庭のことでストレスを感じる割合
が多くなっています。
　ストレスとうまく付き合い、心の健康を保つために
心の健康講座を実施します。家事や勉強などもその
人にとっては仕事。毎日を楽しく過ごす手がかりを探
しに来てください。

【日時】12 月 18 日㈰ 14 時〜 16 時
【場所】中総合会館
【内容】こころ元気研究所所長の鎌田敏さんによる

ストレスをため込まないために 心の健康講座
心
の
健
康
講
座

講演「こころ元気に仕事するには〜心の健康を保
つために〜」

【対象】市内在住か在勤の人
【定員】先着 200 人
【その他】６か月〜就学前児の託児あり
【申し込み方法】
12 月 16 日㈮までに電話で保健センター（☎ 65・
0065）へ。

糖
尿
病
予
防

人ごとではない糖尿病　生活習慣の見直しを

カ
レ
ン
ダ
ー

教室と相談 問保健センター（☎65・0065）

対象 日時 内容 定員 料金 申し込み

健やか育児相談 乳幼児の保護者 12 月 12 日㈪
９時 30 分～ 11 時

❖育児の悩み相談
❖歯・食事の相談など なし 無料 不要

歯っぴースマイ
ル教室（2 歳児
むし歯予防教室）

２歳６か月児 H25.12.25 ～ 26.7.13 生まれ 12 月 15 日㈭
９時～ 10 時 45 分

❖歯の話
❖歯科健診
❖フッ素塗布 

先着
20 人 300 円 ５日㈪から電話で

２歳児 H26.7.14 ～ H27.1.4 生まれ

離乳食教室 ５～６か月児の保護者 12 月９日㈮
14 時～ 15 時 30 分 離乳食の話と試食 先着

15 人 無料 ８日㈭までに電話で

助産師相談 妊産婦、新生児・乳児 12 月 19 日㈪
９時～ 11 時 30 分

妊娠中の相談、
産後や子育ての相談 なし 無料 不要

心の健康相談室 市内在住の人 12 月 19 日㈪
11 時～ 15 時 45 分

子育ての悩みや人間関係、
仕事のストレス など

先着
３人 無料 ２日㈮～ 16 日㈮に

電話で

糖尿病になる人は年々増えて
おり、昨年度の市特定健康診査の
結果では「糖尿病を強く疑われる
人」は 40 歳代では 33 人に 1 人。
70 歳代になると 10 人に 1 人に
上ります。生活習慣の改善が必
要な「要指導」の人は 60 歳代で
すでに２人に１人となっており、
50 〜 60 歳代で急増しています。

不健康な生活習慣を続けると、
自覚症状がない間に症状は進行
していきます。糖尿病の予防のために大切なことは運動
と食生活の改善。年に１度、健診を受診して自分の健康
状態を知り、生活習慣を見直しましょう。

　10 月 29 日に中総合会館で開催さ
れた糖尿病講演会に参加された大由
里俊子さん（65 歳）にお話を伺い
ました。

　講演会に参加したのは、２年ほど前から血糖値が
気になっていたから。今日の血液検査と医療相談を
受け安心しました。講演会では、糖尿病予防には食
事と運動が大切だと改めてわかりました。ウオーキ
ングをしたり、自転車で買い物に行くようにしてい
ます。食事もおいしいものを少し食べるようにした
いです。続けることが一番大切ですね。

▲大由里俊子 
さん

やっぱり食事と運動
参加者インタビュー

▶詳しくは、保健センター（☎ 65・0065）へ。

産業カウンセラー、日本メンタル
ヘルス協会基礎カウンセラー、心理
相談員、認定コーチなどの資格をも
ち、日本全国で講演・研修活動を行う。

鎌田敏さん

●人口　83,233人（+ 337人）●男　41,458人（+ 314人）●女　41,775人（+ 23人）
●世帯　34,894世帯（+ 267世帯）　※平成28年11月１日現在の推計人口。（　）内は前月比。市の人口と世帯数

不健康な生活習
慣の積み重ね

高血糖

糖尿病

動脈硬化の進行（心
筋梗塞・脳卒中）
糖尿病の合併症（失
明、人工透析など）

糖尿病の影響が出るまで

25
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教
室
・
講
座

募
集

子
育
て

そ
の
他

催
し

▪略語の見方　時＝日時　場＝場所・会場　内＝内容　講＝講師　対＝対象　定＝定員、募集人数　料＝料金　
　　　　　　　他＝その他　申＝申し込み方法　問＝問い合わせ先

【ご注意】次の場合は記載していません。対 だれでも　定 特になし　料  無料　他 特になし　申 不要

加
佐
地
域 

大
庄
屋
上
野
家

お
餅
つ
き
と
ミ
ニ
門
松
＆
餅
花
づ
く
り

時
12
月
25
日
㈰
13
時
〜
15
時
定
先
着
15
人

料
１
，
０
０
０
円
（
小
学
生
以
下
無
料
）

申
12
月
17
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

加
佐
地
域
農
業
農
村
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
☎

60
・
８
２
０
０
、
℻  
60
・
８
２
０
１
）
へ
。

蔵
の
小
さ
な
展
覧
会
〜
晴
耕
雨
陶
〜

時
１
月
31
日
㈫
ま
で
の
９
時
〜
17
時

内
佐
織
保
男
さ
ん
の
陶
芸
や
絵
画
を
展
示

ま
い
パ
テ
ィ
オ 

in 

大
庄
屋
上
野
家

時
２
月
５
日
㈰
11
時
〜
16
時

場

大
庄
屋
上
野
家
内

い
ち
ご
大
福
作
り
や
舞

鶴
の
お
茶
教
室
な
ど
で
出
会
い
を
見
つ
け
る

婚
活
イ
ベ
ン
ト
対
20
〜
40
歳
の
独
身
定

男
女

各
15
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）
料
男
性
５
，
０

０
０
円
、
女
性
３
，
０
０
０
円
申
１
月
５
日
㈭

ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
市
民
課
備
え
付
け
）
で
。

問
市
民
課
（
☎
66
・
１
０
０
６
）

サ
ロ
ン
「
ぽ
ー
れ
ぽ
ー
れ
」

（
☎
63
・
３
０
０
８
、
FAX 

62
・
９
５
４
６
）

こ
だ
ま
会
の
朗
読
会

時
12
月
７
日
㈬
12
時
30
分
〜
13
時

原
敏
子
個
展

時
12
月
8
日
㈭
〜
１
月
11
日
㈬
10
時
〜
16
時

サ
ロ
ン
ア
ン
ダ
ン
テ
の
ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
演
奏

時
12
月
19
日
㈪
12
時
30
分
〜
13
時

ジ
ミ
ー
宮
下
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
演
奏

時
12
月
23
日
㈷
12
時
30
分
〜
13
時
30
分

東
図
書
館
（
☎
62
・
０
１
９
０
）

読
書
会

時
１
月
９
日
㈷
13
時
30
分
〜
15
時
内
今
江
祥
智

著
『
そ
ら
ま
め
う
で
て
さ
て
そ
こ
で
』

赤
ち
ゃ
ん
え
ほ
ん
の
ひ
ろ
ば

時
１
月
10
日
㈫
11
時
〜
11
時
20
分

内
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

対
０
〜
２
歳
児

お
は
な
し
会

時
１
月
11
日
㈬
15
時
30
分
〜
16
時
内
人
形
劇
や

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど
対
幼
児
・
小
学
生

子
ど
も
読
書
本
の
し
お
り
コ
ン
テ
ス
ト

入
賞
作
品
展

時
１
月
14
日
㈯
〜
17
日
㈫
10
時
〜
18
時

内

京
都
府
内
の
学
校
な
ど
に
通
う
子
ど
も
の

作
品
約
１
０
０
点
を
展
示

ク
レ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
冬
季
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

時
12
月
22
日
㈭
〜
１
月
９
日
㈷
日
没
の
30
分

後
〜
22
時
問
土
木
課
（
☎
66
・
１
０
５
３
）

宝
く
じ
助
成
金
実
施
事
業

遊
覧
船
＆
館
見
学「
引
き
揚
げ
体
験
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

時
12
月
８
日
㈭
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
北
吸
赤
れ
ん
が
桟
橋
内
引
揚
体
感
遊
覧
船
で

舞
鶴
湾
を
巡
る（
引
揚
記
念
館
長
の
ガ
イ
ド
付
き
）。

コ
ー
リ
ャ
ン
粥
や
肉
じ
ゃ
が
の
試
食
な
ど
も

定
先
着
40
人
料
１
，
０
０
０
円

問
（
一
社
）
舞
鶴
観
光
協
会
（
☎
77
・
５
９
０
０
）

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

時
12
月
16
日
㈮
13
時
30
分
〜
15
時

場
西
総
合
会
館
内
参
加
者
同
士
の
交
流
会
な
ど

対
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族

問
高
齢
者
支
援
課
（
☎
66
・
１
０
１
２
）

西
図
書
館
（
☎
75
・
５
４
０
６
）

え
ほ
ん
の
じ
か
ん

時
1
月
7
日
㈯
11
時
〜
11
時
20
分
内

絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
対
３
歳
以
上

赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

時
1
月
18
日
㈬
11
時
〜
11
時
20
分
内

絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
な
ど

対
０
〜
２
歳
児

お
は
な
し
の
部
屋
「
む
か
し
む
か
し
…
」

時
・
対
1
月
21
日
㈯
◇
10
時
30
分
〜
11
時
…
小

学
生
◇
11
時
5
分
〜
11
時
30
分
…
４
歳
以
上

内
昔
話
の
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
な
ど

定
先
着
20
人

ス
カ
イ
タ
ワ
ー
か
ら
初
日
の
出

　

１
月
１
日
㈷
は
６
時
か
ら
五
老
ス
カ
イ
タ

ワ
ー
と
カ
フ
ェ
・
テ
ィ
ー
ラ
が
オ
ー
プ
ン
（
来

場
者
多
数
の
場
合
は
入
場
制
限
あ
り
）

料
高
校
生
以
上
２
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０

０
円
。
積
雪
が
多
い
場
合
は
閉
館
（
16
㌻
に
関

連
記
事
あ
り
）
他
め
か
ぶ
茶
の
振
る
舞
い
（
先

着
１
０
０
人
）問
同
タ
ワ
ー（
☎
66
・
２
５
８
２
）

子
ど
も
日
本
舞
踊
一
日
体
験

時
12
月
17
日
㈯
13
時
〜
15
時
場
南
公
民
館

講
元
宝
塚
歌
劇
団
の
花
柳
禄
松
重
さ
ん

対
５
歳
〜
中
学
３
年
生
の
男
女
定
先
着
20
人

申
12
月
10
日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
館
（
☎
62
・

０
２
８
８
）
へ
。

舞
鶴
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

時
12
月
4
日
㈰
13
時
30
分
か
ら
場

総
合
文
化

会
館
内

市
内
の
和
太
鼓
団
体
11
団
体
と
和
太

鼓
ユ
ニ
ッ
ト
「
ひ
と
つ
」
が
ゲ
ス
ト
出
演

問
舞
鶴
和
太
鼓
連
盟
（
☎
０
９
０
・
２
０
４
１
・

５
６
７
０
）

ク
リ
ス
マ
ス
・
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
展

時
12
月
20
日
㈫
〜
25
日
㈰
10
時
〜
20
時
（
20

日
は
13
時
か
ら
）
場
ホ
テ
ル
マ
ー
レ
た
か
た

内

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
さ
え
ら
舞
に
よ
る
作
品

約
１
０
０
点
の
展
示
と
作
品
の
販
売
。
23
日
㈷

は
制
作
体
験
も
実
施
問
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
さ

え
ら
舞
の
渡
部
さ
ん
（
☎
76
・
６
４
９
２
）

た
ぶ
ん
か
サ
ロ
ン

「
世
界
の
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
」

時
12
月
17
日
㈯
12
時
〜
14
時
場
西
総
合
会
館

定

先
着
30
人
料

５
０
０
円
、
小
学
生
以
下

2
5
0
円
（
昼
食
代
）

申
電
話
で
N
P
O
法
人
舞
鶴
国
際
交
流
協
会

（
☎
75
・
８
８
０
１
、
月
〜
金
曜
日
、
13
時
〜

18
時
）
へ
。

た
こ
作
り
・
た
こ
揚
げ
大
会

時
１
月
９
日
㈷
９
時
30
分
〜
14
時

場

中
総
合
会
館
対

市
内
在
住
の
小
学
生
（
保

護
者
同
伴
も
可
）

定
先
着
30
人
料
８
０
０
円
（
軽
食
付
き
）

申
12
月
16
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

中
央
公
民
館
（
☎
62
・
０
４
０
０
、
℻  
62
・
０

４
４
２
）
へ
。

総
合
文
化
会
館
（
☎
64
・
０
８
８
０
）

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト　

大
人
と
子
ど
も
に
贈
る
音
楽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
デ
ュ
オ
＆
ピ
ア
ノ

時
12
月
23
日
㈷
14
時
か
ら

内
デ
ュ
オ
・
プ
リ
マ
と
中
川
賢
一
さ
ん
が
出
演

料

全
席
自
由　

１
，
８
０
０
円
、
高
校
生
以

下
８
０
０
円
（
当
日
は
２
０
０
円
増
し
）

他

３
歳
未
満
は
入
場
不
可
。
友
の
会
会
員
は

前
売
り
の
み
２
０
０
円
引
き

催　

し

26262016-12 MAIZURU
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子
育
て

そ
の
他

催
し

教
室
・
講
座

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
品
展 

織
り
な
す
夢

時
12
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
10
時
〜
17
時

内
さ
を
り
織
物
展

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト 

こ
こ
ろ
の
歌

時
12
月
25
日
㈰
13
時
30
分
か
ら

内
大
正
琴
や
ウ
ク
レ
レ
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
演
奏

STAR
D

U
ST R

EVU
E 35th Anniversary 

Tour

「
ス
タ
☆
レ
ビ
」

　

チ
ケ
ッ
ト
は
12
月
10
日
㈯
か
ら
発
売
。
友
の

会
会
員
は
12
月
３
日
㈯
か
ら
。

時
３
月
11
日
㈯
17
時
30
分
か
ら

料
全
席
指
定　

６
，
７
０
０
円
（
当
日
は
５

０
０
円
増
し
）
他
未
就
学
児
は
入
場
不
可

舞
鶴
寄
席

　

チ
ケ
ッ
ト
は
12
月
２
日
㈮
発
売
。

時

３
月
18
日
㈯
14
時
か
ら
内
笑
福
亭
三
喬
さ

ん
、
笑
福
亭
遊
喬
さ
ん
、
桂
三
扇
さ
ん
、
笑

福
亭
呂
竹
さ
ん
が
出
演
料
全
席
自
由　

１
，
５

０
０
円
、
学
生
５
０
０
円
（
当
日
は
３
０
０
円

増
し
）
他

未
就
学
児
は
入
場
不
可
。
友
の
会

会
員
は
前
売
り
の
み
各
１
割
引
き

赤
れ
ん
が
ラ
イ
ト
ア
ー
ト2016

「
星
の
サ
ー
カ
ス
」

時
12
月
10
日
㈯
〜
25
日
㈰
９
時
〜
21
時
30
分

内
竹
材
の
オ
ー
ブ
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
満
天
の
星
空
な
ど
（
23
日
・
24
日
・
25
日
に

別
途
イ
ベ
ン
ト
あ
り
）

《
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
》

時
12
月
23
日
㈷
10
時
〜
15
時

内
バ
ザ
ー
や
紙
コ
ッ
プ
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド

《
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ナ
イ
ト
》

時
12
月
24
日
㈯
17
時
〜
21
時

内
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
音
楽
イ
ベ
ン
ト

他
夜
間
イ
ベ
ン
ト
は
有
料

よ
る
三
条
通
り
で
の
分
列
行
進
、
五
条
海
岸
一

帯
で
一
斉
放
水
や
海
上
自
衛
隊
第
23
航
空
隊
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
祝
賀
飛
行
な
ど

問
消
防
本
部
総
務
課
（
☎
66
・
１
０
９
０
）

ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

時
12
月
18
日
㈰
14
時
か
ら
場
舞
鶴
福
音
教
会

内

ド
イ
ツ
や
日
本
な
ど
で
活
躍
す
る
地
中
海

ソ
プ
ラ
ノ
の
工
藤
篤
子
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

野
田
常
喜
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
出
演

定
先
着
90
人
料
５
０
０
円

他
売
上
は
日
本
国
際
飢
餓
対
策
機
構
へ
寄
付

申
電
話
で
舞
鶴
福
音
教
会（
☎
64
・
５
５
６
８
）へ
。

Ｊ
Ｒ
東
・
西
舞
鶴
駅
前
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

時
２
月
28
日
㈫
ま
で
の
17
時
〜
24
時

場

◇
Ｊ
Ｒ
東
舞
鶴
駅
（
北
・
南
口
）
…
北
口

は
舞
鶴
高
専
の
学
生
が
製
作
な
ど
を
担
当

◇
Ｊ
Ｒ
西
舞
鶴
駅
（
東
・
西
口
）
…
西
口
は
ポ

リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
京
都
の
学
生
が
製
作
な
ど

を
担
当
問
土
木
課
（
☎
66
・
１
０
５
３
）

舞
鶴
ス
ポ
ー
ツ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
（
☎
66
・
１
０
６
１
）

キ
ッ
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス

時
12
月
６
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
、
16
時
15
分

〜
17
時
15
分
場

東
体
育
館
対

幼
稚
園
年
長
〜

小
学
３
年
生
料
１
回
７
０
０
円
（
月
謝
制
）

キ
ッ
ズ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

時
12
月
７
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
、
16
時
30
分

〜
17
時
15
分
場
東
体
育
館

対
幼
稚
園
年
長
〜
小
学
生

料
１
回
７
０
０
円
（
月
謝
制
）

D
ISC

O
 W

O
R
LD

時
12
月
11
日
か
ら
毎
週
日
曜
日
、
19
時
〜
20
時

場

東
体
育
館
内

懐
か
し
の
デ
ィ
ス
コ
サ
ウ
ン

ド
で
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
料
１
回
７
０
０
円

初
め
て
の
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

時
12
月
17
日
㈯
10
時
〜
11
時
30
分

場

文
化
公
園
体
育
館
内

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
対
18
歳
以
上
料

１
，
０
０
０
円

（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
料
と
保
険
料
込
み
）

中
央
公
民
館

（
☎
62
・
０
４
０
０
、
FAX 

62
・
０
４
４
２
）

舞
鶴
か
ま
ぼ
こ
手
作
り
教
室

時

１
月
21
日
㈯
９
時
〜
12
時
場

舞
鶴
蒲
鉾
協

同
組
合
対

市
内
在
住
か
在
勤
の
人
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）
定
先
着
20
人

料

２
，
０
０
０
円
（
材
料
代
）
申

１
月
10
日

㈫
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
館
へ
。

親
子
減
塩
み
そ
づ
く
り
教
室

時

１
月
28
日
㈯
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
と
29

日
㈰
９
時
〜
15
時
場
中
総
合
会
館

対
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
定
先
着
15
組

料

３
，
５
０
０
円
申
12
月
24
日
㈯
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
館
へ
。

子
ど
も
料
理
教
室

時
12
月
17
日
㈯
９
時
30
分
〜
13
時
場

中
総
合

会
館
対
市
内
在
住
の
小
学
３
〜
６
年
生
定
先
着

30
人
料

５
０
０
円
（
材
料
代
）
申
12
月
10
日

㈯
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
館
へ
。

お
せ
ち
料
理
教
室

時
12
月
14
日
㈬
９
時
30
分
〜
13
時
場

中
総
合

会
館
対

市
内
在
住
か
在
勤
の
人
定

先
着
16
人

料

１
，
０
０
０
円
申
12
月
８
日
㈭
ま
で
に
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
で
同
館
へ
。

募
集

◎公式ムービーチャンネル（ユーチューブ）

▪観光・イベント・スポーツなどに関する舞鶴の
魅力を PR する動画など

《
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
》

時
12
月
24
日
・
25
日
10
時
〜
17
時

内

一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

〈
共
通
〉
場
赤
れ
ん
が
５
号
棟

問
実
行
委
員
会
の
松
井
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
２

３
５
８
・
１
１
９
１
）

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

時
12
月
11
日
㈰
10
時
か
ら
場
総
合
文
化
会
館

内

中
丹
・
丹
後
地
域
の
中
学
生
や
高
校
生
の

一
部
の
団
体
が
出
演
問
ま
い
づ
る
吹
奏
楽
の
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
の
上
田
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

１
８
９
４
・
８
３
７
９
）

華
道
家
元
池
坊

舞
鶴
支
部
創
立
１
０
０
周
年
記
念
花
展

時
12
月
17
日
㈯
10
時
30
分
〜
17
時
と
18
日
㈰

10
時
〜
16
時
場

総
合
文
化
会
館
内
「
未
来
へ

つ
な
ぐ
・
こ
の
と
き
を
」
を
テ
ー
マ
に
約
１
０

０
瓶
を
展
示
問
華
道
家
元
池
坊 
舞
鶴
支
部
の

山
中
さ
ん
（
☎
62
・
８
１
５
６
）

森
源
太
講
演
会
＆
ラ
イ
ブ

時
12
月
18
日
㈰
13
時
30
分
〜
15
時

場
赤
れ
ん
が
２
号
棟
対
小
学
生
以
上

定

先
着
２
０
０
人
料

２
，
５
０
０
円
（
高
校

生
以
下
無
料
）
前
売
り
は
１
，
５
０
０
円

問
あ
こ
が
れ
お
父
さ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
角
出

さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
３
５
１
・
７
３
１
３
）

平
成
29
年 

消
防
出
初
式

時
１
月
８
日
㈰
10
時
〜
12
時

場
総
合
文
化
会
館
、
三
条
通
り
、
五
条
海
岸
一
帯

内
式
典
や
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊
の
伴
奏
に

▪市公式 Facebook
イベントなどの旬な情報をお届け

◎ Facebook（フェイスブック）

教
室
・
講
座
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●田辺城資料館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌々日）と祝日の翌日
●総合文化会館、陶芸館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）　
●東・文化公園体育館…第３木曜日　　●郷土資料館…第３水曜日

施設の休館日

保
護
者
の
た
め
の
就
活
勉
強
会

‐
保
護
者
が
で
き
る
就
活
支
援
‐

時
12
月
４
日
㈰
14
時
〜
15
時
30
分

場
商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

内
◇
最
新
の
就
職
環
境
、
就
職
活
動
の
実
態

◇
保
護
者
と
し
て
就
活
の
支
援
の
仕
方

◇
地
元
企
業
の
魅
力
と
採
用
情
報
な
ど

対

◇
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど
の
学
生

の
保
護
者
（
院
生
も
含
む
）

◇
都
市
部
で
働
い
て
い
る
人
の
親
な
ど

問
企
業
立
地
・
雇
用
促
進
課（
☎
66
・
１
０
２
１
）

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り
教
室

時
12
月
17
日
㈯
９
時
30
分
〜
12
時
場
大
浦
会
館

講
ふ
る
る
フ
ァ
ー
ム
の
淡
路
み
ち
よ
さ
ん

対
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
親
定
先
着
７
組

料
１
組
２
，
０
０
０
円
申
12
月
10
日
㈯
ま
で
に

電
話
で
同
館
（
☎
68
・
２
０
１
０
）
へ
。

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
講
座

時
１
月
15
日
㈰
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

内

な
が
う
ち
こ
こ
ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の

長
内
清
行
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
こ
こ
ろ
の
健
康

に
つ
い
て
」
対

市
内
在
住
の
障
害
者
と
そ
の

家
族
な
ど
定
先
着
40
人

申
12
月
12
日
㈪
〜
１
月
12
日
㈭
ま
で
に
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
63
・
３
０
０
８
、

℻  
62
・
９
５
４
６)

へ
。

消
防
本
部
（
☎
66
・
０
１
１
９
）

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

時
12
月
２
日
㈮
18
時
〜
21
時

場
東
消
防
署
・
防
災
セ
ン
タ
ー
定
先
着
30
人

申
電
話
で
同
署
（
☎
65
・
０
１
１
９
）
へ
。

救
急
講
習
（
Ｐ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
コ
ー
ス
）

時
12
月
16
日
㈮
18
時
〜
19
時

場
西
消
防
署
定
先
着
30
人

申
電
話
で
同
署
（
☎
77
・
０
１
１
９
）
へ
。

エ
コ
で
お
い
し
い
鍋
帽
子
ク
ッ
キ
ン
グ

時
12
月
13
日
㈫
９
時
30
分
〜
12
時

場
中
総
合
会
館

内

サ
ト
イ
モ
と
豚
肉
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
、
か

ぼ
ち
ゃ
プ
リ
ン 

他

定
先
着
20
人
料
７
０
０
円
他
託
児
あ
り

申
12
月
10
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

舞
鶴
友
の
会
の
三
上
さ
ん
（
☎
・
℻  
63
・
８
１

０
０
）
へ
。

舞
鶴
勤
労
者
美
術
展
の
作
品

　

３
月
10
日
㈮
〜
12
日
㈰
に
西
総
合
会
館
で

開
催
す
る
勤
労
者
美
術
展
の
作
品
（
書
・
日
本

画
・
洋
画
・
写
真
・
手
芸
・
工
芸
作
品
）
を
募

集
。
対
象
は
市
内
在
住
か
在
勤
の
人
。
作
品
は

３
月
５
日
㈰
９
時
〜
17
時
に
同
館
へ
。

問

全
舞
鶴
勤
労
者
福
祉
協
議
会
（
☎
62
・
３

６
２
７
）

府
営
住
宅
の
入
居
者

　

募
集
は
、白
鳥
（
５
戸
）、高
迫
（
３
戸
）、常
（
３

戸
）
市
場
（
２
戸
）、
泉
源
寺
、
清
美
が
丘
、
伊

佐
津
、
松
陰
、
京
田
（
各
１
戸
）。
案
内
書
は
中

丹
広
域
振
興
局
で
配
布
。

※
入
居
は
平
成
29
年
３
月
下
旬
の
予
定

申
12
月
６
日
㈫
〜
８
日
㈭
に
同
振
興
局
へ

問
中
丹
・
丹
後
府
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
７
３
・
42
・
１
０
２
１
）

陸
・
海
・
空
自
衛
官

自
衛
官
候
補
生
・
男
子
（
来
春
採
用
）

時
試
験
は
12
月
３
日
㈯

場

海
上
自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部
（
陸
上
・

航
空
も
同
じ
）

対
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
18
〜
26
歳
（
平

成
２
年
４
月
２
日
〜
11
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
者
）
申
早
め
に
お
電
話
を
。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
・
男
子

時

試
験
は
１
月
21
日
㈯
場

陸
上
自
衛
隊
福
知

山
駐
屯
地
対

平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で
15

〜
16
歳
（
平
成
12
年
４
月
２
日
〜
14
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
者
）
申
要
問
合
せ

〈
共
通
〉
他
各
種
募
集
案
内
・
職
種
説
明
な
ど

の
個
別
相
談
も
受
付
中

問

自
衛
隊
京
都
地
方
協
力
本
部
舞
鶴
地
域
事

務
所
（
☎
63
・
３
２
７
２
）

再
生
品
の
展
示
・
申
し
込
み

時
12
月
22
日
㈭
ま
で
の
平
日
（
８
時
30
分
〜

16
時
30
分
）
と
18
日
㈰
（
13
時
〜
16
時
30
分
）

場
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

内
家
具
な
ど
約
１
５
０
点
を
展
示

申

同
プ
ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
用
紙
で
（
１
世

帯
１
点
。
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

問
同
プ
ラ
ザ
（
☎
64
・
７
２
２
２
）

広
葉
樹
の
「
ま
き
」
の
購
入
希
望
者

　

市
内
在
住
で
指
定
す
る
場
所
に
取
り
に
来
ら
れ

る
人
に
販
売
。
募
集
期
間
は
12
月
７
日
㈬
ま
で
。

定
28
人
（
各
家
庭
１
セ
ッ
ト
ま
で
、
多
数
の

場
合
抽
選
）

料
１
セ
ッ
ト
３
，
０
０
０
円
（
未
乾
燥
の
も

の
20
束
）

問
農
林
課
（
☎
66
・
１
０
３
０
）

そ
の
他

子
育
て

教
室
・
講
座

催
し

募　

集

姉妹都市・ポーツマス市
青少年英語研修の参加者を募集
　姉妹都市・ポーツマス市（英国）を訪問し、ホー
ムステイや英語研修、現地生徒との学校交流など、“生
の英語”に触れるさまざまなアクティビティに参加。

【日程】３月 18 日㈯〜 27 日㈪
【応募資格】❖市内在住の中学２年生〜高校２年生で、
今年度１学期と２学期の英語成績が評定平均 4.0 以
上（５段階評定）❖説明会や事前英語研修など、渡
航前の取り組みに積極的に参加する意欲がある❖帰
国後、積極的に国際交流活動に参加する意欲がある

【定員】９人（多数の場合抽選）
【自己負担額】121,000 円（渡航費用の約３分の１、
残りは市が負担）

【申し込み方法】所定の用紙（みなと振興・国際交流課、
舞鶴国際交流協会、市内の中学校・高校などに備え
付け。市、同協会ホームページからダウンロード可）
で１月 24 日㈫ 17 時まで。郵送の場合は同日消印有
効。
▶詳しくは、NPO 法人舞鶴国際交流協会（☎ 75・
8801、月〜金曜日の 13 時〜 18 時）へ。

28

募
集
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催
し

そ
の
他

●中央公民館…第４月曜日　●南・加佐公民館、大浦・城南会館…毎週月曜日
●東公民館…毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）●西公民館…第３水曜日
●東図書館…毎週木曜日と祝日（火・木曜日の場合のみ）、毎月の最終火曜日
●西図書館…毎週月曜日と祝日（月・水・金曜日の場合のみ）、毎月の最終水曜日

施設の休館日

学
校
栄
養
士
（
臨
時
職
員
）

　

福
井
小
学
校
の
学
校
栄
養
士
を
募
集
。
勤
務

条
件
や
応
募
方
法
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

問
教
育
総
務
課
（
☎
66
・
１
０
７
０
）

「
よ
ち
よ
ち
広
場
」（
☎
63
・
４
８
２
１
）

保
健
師
さ
ん
と
ふ
た
り
め
マ
マ
の
集
い

時
12
月
７
日
㈬
10
時
〜
11
時
内

保
健
師
さ
ん

の
話
と
座
談
会
対
2
人
目
が
生
ま
れ
て
頑
張

っ
て
い
る
母
親
定
先
着
10
組

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

時
12
月
20
日
㈫
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

講

ガ
ー
デ
ン
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
林
エ
ミ
コ
さ
ん

対
子
育
て
中
の
母
親

定
先
着
８
組
料
３
，
０
０
０
円

〈
共
通
〉
申
12
月
２
日
㈮
か
ら
電
話
で
。

子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー

（
☎
62
・
０
１
０
３
、
FAX 

64
・
７
５
２
２
）

あ
か
ち
ゃ
ん
ひ
ろ
ば

時
12
月
16
日
㈮
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

内
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
交

流
な
ど
対
東
・
中
舞
鶴
地
域
の
０
〜
１
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
母
親

お
や
こ
ひ
ろ
ば

時
12
月
20
日
㈫
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
内
ふ
れ

あ
い
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
交
流
な
ど

対
１
〜
２
歳
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

ひ
よ
こ
ひ
ろ
ば

時

１
月
13
日
㈮
・
19
日
㈭
・
26
日
㈭
10
時
〜

11
時
30
分
内

ふ
れ
あ
い
遊
び
や
心
と
体
リ
ラ

ッ
ク
ス
体
操
・
交
流
な
ど

対

４
か
月
〜
１
歳
未
満
児
と
そ
の
母
親
（
第

１
子
優
先
）
定
先
着
15
組

申
12
月
２
日
㈮
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

教
室
・
講
座

ぱ
く
ぱ
く
ひ
ろ
ば
（
幼
児
食
教
室
）　

時
12
月
13
日
㈫
10
時
〜
12
時

内
幼
児
食
の
調
理
・
親
子
で
試
食

対
1
歳
６
か
月
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）

定
先
着
20
組
料
３
０
０
円
（
託
児
料
）

申
12
月
２
日
㈮
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
。

子
育
て
交
流
施
設
あ
そ
び
あ
む

（
☎
65
・
５
０
５
０
）

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

時
・
対

◇
12
月
４
日
㈰
10
時
30
分
〜
11
時
30

分
…
３
歳
以
上
の
親
子

◇
12
月
18
日
㈰
10
時
30
分
〜
11
時
30
分
…
小

学
生

内
身
近
な
モ
ノ
や
コ
ト
で
遊
ぶ

定
先
着
10
組
申
電
話
か
窓
口
で
。

冬
の
特
別
企
画
「
カ
タ
チ
で
あ
そ
ぶ
」

時
12
月
17
日
㈯
〜
12
月
28
日
㈬
９
時
30
分
〜
17
時

内

身
近
に
あ
る
い
ろ
ん
な
カ
タ
チ
を
感
じ
て

遊
ぶ

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

時
12
月
18
日
㈰
10
時
30
分
〜
12
時
場

中
総
合

会
館
内
み
か
ん
の
木
文
庫
に
よ
る
人
形
劇
な
ど

定
先
着
２
０
０
人
料
１
家
族
１
０
０
円

申

電
話
で
ま
い
づ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・
７
５
２
２
）
へ
。

ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
会

時
12
月
14
日
㈬
10
時
〜
12
時
場
総
合
文
化
会
館

内
シ
ュ
ガ
ー
＆
ス
パ
イ
ス
に
よ
る
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
演
奏
な
ど
対
子
育
て
中
の
親
と
そ
の
子
ど
も

問
東
公
民
館
（
☎
62
・
１
２
３
７
）

子
育
て

募
集

子
育
て

ポリテクカレッジで新たな技術を習得
　ポリテクカレッジ京都では、主に中小企業に勤める人
を対象に、業務に必要な技術・技能・知識のレベルアッ
プを図るための短期間のセミナーを行っています。

コース名・受講料 日程

機械加工技術 設計ツールによる
モデリング技術（14,000円）

1/17・18・19

回路設計技術

アナログ回路の設計・
評価技術（トランジスタ編）

（15,000 円）
3/15・16

アナログ回路の設計・
評価技術（オペアンプ編）

（15,000 円）
3/22・23

【日時】上表のとおり。いずれも９時〜 16 時
【定員】各 10 人
【その他】企業ニーズに応えるオーダーメイド型セミナー
も実施。同校ホームページ（http://www3.jeed.or.jp/
kyoto/college/business/index.html）でも紹介。同セミナー
を活用して技術力の向上に取り組まれる市内中小企業な
どに対して、対象経費の一部（４分の３）を市が助成。
▶詳しくは、ポリテクカレッジ京都（☎ 75・4341）へ。
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◎市の広報番組

催
し

教
室
・
講
座

募
集

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

　

12
月
11
日
㈰
〜
31
日
㈯
、「
年
の
瀬
の　

は

や
る
心
に　

ブ
レ
ー
キ
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し

い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
を
防
止

し
ま
し
ょ
う
。

《
運
動
重
点
》

◇
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
◇
自
転
車
の
安

全
な
利
用
の
推
進
（
ラ
イ
ト
の
点
灯
と
反
射
材

の
貼
り
付
け
）
◇
飲
酒
運
転
の
根
絶
◇
二
輪
車

の
交
通
事
故
防
止
◇
横
断
中
の
歩
行
者
の
交

通
事
故
防
止

　
　
　

 　

 

《
市
交
通
対
策
協
議
会
（
市
民
課
）》

年
末
年
始
火
事
な
し
運
動

　

12
月
20
日
㈫
〜
１
月
10
日
㈫
、「
消
し
ま
し

ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
」
を
統

一
標
語
に
年
末
年
始
火
事
な
し
運
動
を
実
施
。

ま
た
、
12
月
28
日
㈬
〜
30
日
㈮
に
消
防
団
に
よ

る
年
末
特
別
警
戒
も
実
施
し
ま
す
。
火
災
か
ら

命
を
守
る
「
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
で
火
事
の
な

い
年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

《
火
災
か
ら
命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》

◇
寝
た
ば
こ
は
、絶
対
や
め
る
◇
ス
ト
ー
ブ
は
、

燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
◇
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
◇
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
す
る
◇
防
炎
品
を
使
用
す
る

◇
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
◇
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
消
防
本
部
》

そ
の
他

◎市の広報番組

▪ Wind of Maizuru 毎週木曜日、12:40 ～
12:50。舞鶴のイベント情報などを紹介。

▪お役立ち情報やイベント情報などを広報番組「パブ
リックラインまいづる」などでお知らせしています。

子
育
て

募
集冬

の
節
電
に
ご
協
力
を

　

市
役
所
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
12
月
１
日

㈭
〜
来
年
３
月
31
日
㈮
の
間
に
、
省
エ
ネ
・
節

電
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

今
冬
は
必
要
最
低
限
の
電
力
が
確
保
で
き
る

見
通
し
で
す
が
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
観
点
か

ら
、
ご
家
庭
や
事
業
所
で
も
、
昨
年
ま
で
と
同

様
に
健
康
や
事
業
活
動
に
影
響
が
生
じ
な
い
範

囲
で
省
エ
ネ
・
節
電
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
生
活
環
境
課
》

医
療
従
事
者
の
届
け
出

　

医
療
従
事
者
の
資
格
を
有
す
る
人
は
、
２
年

ご
と
に
就
業
状
況
な
ど
の
届
け
出
が
必
要
。

対
◇
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
…
資
格
を
有

す
る
者

◇
保
健
師
・
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
・

歯
科
技
工
士
・
歯
科
衛
生
士
…
12
月
31
日
現
在
、

府
内
で
業
務
に
従
事
す
る
者

申

来
年
１
月
16
日
㈪
ま
で
に
住
所
地
か
就
業

地
の
保
健
所
へ
。

問
中
丹
東
保
健
所
（
☎
75
・
０
８
０
５
）

滞
納
整
理
強
化
月
間

　

12
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す
。
国
民
健

康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護

保
険
料
・
保
育
所
保
育
料
の
滞
納
者
に
文
書
や

電
話
な
ど
に
よ
る
納
付
催
告
を
行
い
ま
す
。
支

払
い
能
力
が
あ
り
な
が
ら
、
納
付
さ
れ
な
い
人

に
は
、
給
与
や
預
貯
金
の
差
押
え
な
ど
滞
納
処

分
を
厳
正
に
実
施
し
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
納
付
困
難
な
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
債
権
管
理
課
（
☎
66
・
１
０
０
７
）

30

日
収集 持ち込み 粗大ごみの

戸別収集申込受付
※ 2

し尿の
収集可燃ごみ 不燃ごみ 清掃事務所

※ 1
リサイクル
プラザ※ 1

12
月

 23 日㈷ 休 ○ ○ ○ 休 休

 24 日㈯ ○ 1/2 の振替 ○ ○※ 3 休 ○※ 5

 25 日㈰ 休 休 ○ ○※ 3 休 休

 26 日㈪ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 27 日㈫ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 28 日㈬ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 29 日㈭ ○ 休 ○ 休 休 ○※ 5

 30 日㈮ ○ 休 ○ 休 休 ○※ 5

 31 日㈯ ○ 休 ○※ 4 休 休 休

１
月

   １日㈷ 休 休 休 休 休 休

   ２日㈷ 休 休 休 休 休 休

   ３日㈫ 休 休 休 休 休 休

   ４日㈬ ○ ○ ○ ○ ○ 休

   ５日㈭ ○ ○ ○ ○ ○ ○

   ６日㈮ ○ ○ ○ ○ ○ ○

   ７日㈯ ○ 1/3 の振替 ○ ○※ 3 休 ○※ 5

※１
※２

※３

※４
※５

受け付け時間は８時 30 分～ 16 時。
12 月 21 日㈬までの受け付け分を 22 日㈭に
収集。22 日以降の受け付け分は１月 12 日㈭
に収集。受付時間は、平日の８時 30 分～ 16
時 30 分。専用電話（64・5953）へ。
持ち込みは事前に予約が必要。平日の８時 30
分～ 16 時 30 分にリサイクルプラザ（☎ 64・
7222）へ。
12 月 31 日㈯の搬入受け付けは 12 時まで。
舞鶴保健興業㈲が収集する地域は休み。

　年末は清掃事務所、リサイクルプ
ラザが大変混雑します。直接持ち込
みをする車が増えることで、施設付
近を通行する一般車両に迷惑をかけ
るため、なるべく決められた収集日
にごみを出すようご協力をお願いし
ます。

お願い
年末年始のごみ・し尿の収集

そ
の
他
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31 MAIZURU

●京都 JP カレッジ　
　13:00 〜 15:00
    15:00 〜 17:00
　ジョブ・サポ

31 2016-12

日 月 火 水 木 金 土

12
月のカレンダー

12
　《カレンダーの問い合わせ先》　▪がん患者と家族のための個別相談…府がん総合相談支援センター（☎ 0120・078・394）

▪療育相談…生活支援センターみずなぎ（☎ 64・3766）     ▪高齢者・障害者権利擁護相談…高齢者支援課（☎ 66・1018）
▪弁護士府民法律相談…中丹広域振興局（☎ 62・2500） 　▪公証・土地家屋調査士相談…市民課（☎ 66・1006）
▪定例教育委員会…教育総務課（☎ 66・1070）　　　　　 ▪人権相談・特設人権相談…法務局舞鶴支局（☎ 76・0858）
▪女性面接相談…人権啓発推進室（☎ 66・1022）　　　　 ▪聞こえの相談…聴言センター（☎ 64・3911、FAX  64・3912）
▪行政書士・司法書士・弁護士市民法律相談…市民課（☎ 66・1006）▪弁護士府民法律相談…中丹広域振興局（☎ 62・2500）
▪看護職就業相談会…府北部看護職支援センター（☎ 0772・46・9002）
▪京都弁護士会法律相談…丹後法律相談センター（☎ 0772・68・3080）
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●救急・急病診療
　8:30 から
●小児科一次診療
　9:00 〜 18:00
　舞鶴医療センター
　☎ 62・2680

●救急・急病診療
　8:30 から
●小児科一次診療
　9:00 〜 18:00
　舞鶴共済病院
　☎ 62・2510

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急医療

☎ 63・4970

●救急・急病診療
　8:30 から
●小児科一次診療
　9:00 〜 18:00
　舞鶴赤十字病院
　☎ 75・4175

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急医療

☎ 63・4970

舞鶴市休日急病診   
療所の一次救急医療

☎ 63・4970

●自立就労個別相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●福祉のお仕事
  出張相談会
　13:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●マザーズジョブ
カフェ巡回相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●看護職就業相談会
　13:30 〜 15:00
　ジョブ・サポ

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）
　9:00 〜 12:00
　法務局舞鶴支局

高齢者・障害者権利
擁護相談（財産管理・
遺産相続・遺言など）
　13:00 から
　市役所別館

行政書士法律相談
　10:00 〜 13:00
　市役所本館

公証相談
　13:30 〜 15:30
　市役所本館

土地家屋調査士相談
　13:30 〜 15:30
　市役所本館

●若者サポート
ステーション出張相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

司法書士法律相談
　13:30 〜 16:00
　市役所本館

定例教育委員会
の傍聴
　14:00 から
　市役所別館
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●弁護士市民法律
  相談  13:00 から
　西総合会館
　※12/14、8:30〜
　12:00に申し込み。
　定員 11 人（抽選）。

巡回市民・行政相談
　13:30 〜 15:30
　南公民館

●弁護士府民法律
  相談  13:30 から
　中丹広域振興局
　※12/16、9:00から
　申し込み。先着10人。

●京都弁護士会
法律相談
　13:00 〜 16:00、
　西駅交流センター、
　商工観光センター。
　前日までに申し込
　みが必要。
　先着各 12 人。

●若者サポート
ステーション出張相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●若者サポート
ステーション出張相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●若者サポート
ステーション出張相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●自立就労個別相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●自立就労個別相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●就職個別相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●就職個別相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●就職個別相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●京都 JP カレッジ　
　13:00 〜 15:00
    15:00 〜 17:00
　ジョブ・サポ

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）
　9:00 〜 12:00
　法務局舞鶴支局

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）
　9:00 〜 12:00
　法務局舞鶴支局

人権なんでもお気軽
相談（電話も可）
　9:00 〜 12:00
　法務局舞鶴支局

特設人権相談所
　9:00 〜 12:00
　南公民館

特設人権相談所
　9:00 〜 12:00
　城南会館

療育相談
　13:30 〜 15:30
　支援センターみずなぎ

療育相談
　13:30 〜 15:30
　支援センターみずなぎ

女性電話相談
　10:00 〜 16:00
　☎ 65・0056

女性電話相談
　10:00 〜 16:00
　☎ 65・0056

女性電話相談
　10:00 〜 16:00
　☎ 65・0056

女性電話相談
　10:00 〜 16:00
　☎ 65・0056

女性面接相談
　11:00 〜 14:10
　フレアス舞鶴

●救急・急病診療
　8:30 から
●小児科一次診療
　9:00 〜 18:00
　舞鶴医療センター
　☎ 62・2680

●救急・急病診療
　8:30 から
●小児科一次診療
　9:00 〜 18:00
　舞鶴共済病院
　☎ 62・2510

●救急・急病診療
　8:30 から
●小児科一次診療
　9:00 〜 18:00
　舞鶴赤十字病院
　☎ 75・4175

●救急・急病診療
　8:30 から
●小児科一次診療
　9:00 〜 18:00
　舞鶴医療センター
　☎ 62・2680

●救急・急病診療
　8:30 から
●小児科一次診療
　9:00 〜 18:00
　舞鶴共済病院
　☎ 62・2510

●救急・急病診療
　開業医の診療終了後
　舞鶴医療センター
　☎ 62・2680

●救急・急病診療
　開業医の診療終了後
　舞鶴共済病院
　☎ 62・2510

●救急・急病診療
　開業医の診療終了後
　舞鶴赤十字病院
　☎ 75・4175

●救急・急病診療
　開業医の診療終了後
　舞鶴共済病院
　☎ 62・2510
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●休日・土曜日の救急・急病診療（内科・外科）の受診は、できる限
り昼間の時間帯にお願いします。また、軽症などの緊急を要しない症
状の場合は、できる限り平日の診療時間内に「かかりつけ医」での受
診をお願いします。
●舞鶴市休日急病診療所の一次救急医療（内科）の受診は、９時～
12 時（受け付けは 11 時 30 分まで）と 13 時～ 17 時（受け付けは 16
時 30 分まで）。舞鶴医療センター敷地内。
●休日の小児科一次診療の受け付けは、17 時 30 分まで。

献血の日程
日 受付時間 会場

18 日㈰ 9:30 ～ 11:30、12:30 ～ 15:30 らぽーる西側広場

※ 400㍉㍑のみ。骨髄バンクドナー登録会も同時開催

納付のお知らせ（納期：１月４日㈬）

❖市・府民税（４期）　❖介護保険料 （７期） 
❖国民健康保険料（７期）
❖後期高齢者医療保険料（６期）

休日・土曜日の水道修理

当番会社 17 時以降は、
　市役所（☎ 62・2300） か                                                 
　西支所（☎ 75・2250） へ。㈱舞設 ☎ 62・0253

　【申し込み日にご注意を】
   ●弁護士市民法律相談の申し込

み日は決まっています。

看護職就業相談会
　13:30 〜 15:00
　ハローワーク舞鶴

がん患者と家族のた
めの個別相談
　13:00 〜 15:30
　中丹東保健所
　※前日の 16 時まで
　に申し込みが必要

聞こえの相談
　13:00 〜 15:30
　聴言センター

●自立就労個別相談
　10:00 〜 16:00
　ジョブ・サポ

●各種就業相談
　ジョブ・サポ
　まいづる
　（☎ 63・0810）
　【舞鶴働く場ガイドも公開中】

引揚記念館と赤れんがパークは
１月２日㈷から営業

 休日・急病診療、   法律相談、 就労相談、人権相談など
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【日時】　来年１月８日㈰ 14 時〜 15 時 30 分
【場所】　赤れんがパーク
【対象】　平成８年４月２日〜９年４月１日生まれの人
▪式典

【時間】14 時から（13 時 30 分開場）
【場所】赤れんが５号棟
【その他】❖厳粛な式典にご協力を❖赤れんが２号棟と４
号棟を開放（13 時 30 分〜 15 時 30 分）❖２号棟ホー
ルでは式典の様子をスクリーンに放映

【申し込み方法】「成人式式典参加希望」と明記し、郵便
番号、住所、氏名、性別、電話番号をはがきかファクス、
電 子メール（community@post.city.maizuru.kyoto.jp）
で地域づくり支援課へ。12 月９日㈮必着
▪全体交流会

【時間】式典終了後〜 15 時 30 分
【場所】赤れんが５号棟
【内容】同級生や恩師などとの交流や新成人の門出を祝
う祝福メッセージの掲示など。

▪新成人への祝福メッセージを募集
　恩師・職場などから新成人への祝福メッセージを募集。

【対象】新成人を教育・指導した人や職場・学校関係者
など

【その他】メッセージは当日会場に掲示するほか、市ホー
ムページに掲載。ＦＭまいづるの放送でも紹介。

【申し込み方法】12 月 26 日㈪までに原稿（様式は自由。
200 字程度）を郵送か持参、ファクス、電子メールで同
課へ。
▶詳しくは、地域づくり支援課 （☎ 66・1073、ＦＡＸ 62・
9891）へ。

※当日は「FM まいづる
（77.5MHz）」で成人式
関連の情報を随時配信。

おめでとう

 「はがき」か「電子メール」に①クイズの答え②広報まいづるアンケート③住所④氏名（ふりがな）⑤年齢
⑥電話番号⑦広報紙や市政へのご意見などを記入し、12 月 26 日㈪（消印有効）までに広報広聴課へ。
※応募は１人１通。当選者は全問正解者の中から抽選のうえ決定。発表は発送をもって代えさせていただきます。

　　お寄せいただいた感想、ご意見は広報紙に掲載することがあります。

応募
方法

◆はがき　〒625-8555（住所不要）　舞鶴市役所広報広聴課あて
◆電子メール　info＠post.city.maizuru.kyoto.jp　（標題は「広報クイズ」で）

姉妹都市提携○○周年を記念して、
アンドレイ・ゴレーロフ・ナホトカ市長が表敬訪問。問題２

特集 ○○○に「本気」です。問題１

身近な福祉の相談役。
○○委員・○○委員が決定しました。問題３

▪「広報まいづる」について、あなたの満足度は、次の①～④の
うちどれですか？
　①大変良い　②良い　③不満　④大変不満
▪今月特集した「舞鶴市の乳幼児教育」について、ご意見やご
感想をお聞かせください。

広報まいづるアンケート

　広報クイズに応募していただいた中から、舞鶴の特産品やお土産などを
抽選でプレゼントします。問題の○に当てはまる文字や数字をお答えくだ
さい。ヒントは紙面の中に。

【11月号の答え】
①金剛院　②27
③用途

１２月号プレゼント
日本海まるごとカレー２箱（１箱２袋
入り）を５名様に。

日本海の旨味が詰まったご当地カレー。舞鶴
港で水揚げされた魚介をふんだんに使用してい
ます。季節ごとの旬の味わいをぜひお楽しみく
ださい。
提供：NPO法人ガバナンス舞鶴（市内字吉野841、
　　 ☎0773・63・8815）

平成 29 年 舞鶴市成人式
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